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研究ノート

小田原藩竃新田村の報徳仕法について

一一小林平兵衛と相続講一一

I はじめに

JI 対象地の特徴

1. 省新田村の概要

2. 小林家について

llI 相続講と報徳仕法

I はじめに

報徳仕法の実証的研究については，関東各

地での事例が報告されており，本稿であっか

おうとする小田原藩においても，すでに多く

の研究がなされている九 ここで，さらに屋

上震を架すが如き研究をおこなおうとするの

は次の理由による。

第一に，報徳仕法が導入される場合に，そ

れ以前におこなわれていた講や無尽などとの

関係が考えられるが，音量新田村には，小林平

兵衛によって始められた相続講とLづ組織が

あったというととである。

第二に，小田原潜の報徳仕法は，弘化3年

(1846）の藩の中止命令によって幕を閉じた

と言われており，従って小田原藩における報

徳仕法の研究の大部分2）は，弘化3年までで

終っている。しかし，御殿場地方では，仕法

廃止後もいくつかの村々で一村仕法として継

続し，明治以後の報徳社の母胎となっていく

例がみられるとL寸 3）。 だが，その実態は明

らかにされていない。この点，寵新田村では，

｛土法廃止後，相続講が形をかえながら報徳仕

法を継承しているということである。

第三に，一般に報徳仕法が普及する以前に

仁木良和

1. 相続講の成立

2. 相続講（文化9年～弘化2年〉

3. 報徳仕法

4. 相続講〈弘化3年～京久元年〕

w おわりに

は，心学運動がおこなわれた地域が比較的多

かったと言われている4）。 当村の仕法推進者

であった小林平兵筒5）〔安永8年～嘉永2年

1）今までの報徳仕法についての研究成果を詳細

に論じたものに大藤修氏の「戦後歴史学におけ
る尊徳研究の動向」（二宮尊徳生誕二百年記念

事業会報徳実行委員会編『尊徳開顕』有隣堂，

1987年）がある。特に，第二章，尊徳仕法の性
格をめぐって，は，各地の仕法研究の成果を均
確に整理されており，有益である。

2）小田原藩の報徳仕法の研究については，上記
論文の215～216頁を参照ねがいたい。

3) 『御殿場市史』第8巻（通史編上〕， 497頁。

（以下『市史』と略記〉

4〕その思想史的意義については，逆井孝仁「『仁

政』から『民富』へ」（週刊朝日百科『日本の

歴史』 91号，朝日新聞社， 1988年〕を参照。ま

た，大藤修「関東農村の荒廃と尊徳仕法」（『史
料館研究紀要』 14号， 1982年〉には，谷田部落

における実証的研究がなされている。
5）小林平兵衛については， 『市史』 8巻の481

～492買を参照。また，高橋敏『日本民衆教育史

研究』〈未来社， 1978年〉の第三章・第四章にIi,

平兵衛によってこの地方に導入された心学につ
いて論じられている。また，芹浮伸二「江戸時

代民衆の文芸活動」（『日本私学教育研究所紀
要~ 22号， 1986年12月〉には，当地方の俳諮と
の関連で小林平兵衛〈木二〕をあつかっている。

また，拙稿「北駿地方の心学についてJ（逆井

孝仁教授還暦記念会編『日本近代化の思想と展

開』文献出版， 1988年〉も心学について論じた
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1779～1849）も，文政年間から熱心な心学者

として活躍していたが，天保8年〔1837）に

二宮尊徳が当地方を廻村して以後は，報徳運

動の指導者として活躍することであるヘ

以上の理由から，竃新田村を事例として報

穂仕法が如何なる形で展開したのかを明らか

にしていきたい。

Il 対象地の特徴

1. 竃新田村の概要

竃新田村は，現在静岡県御殿場市の一部で

あり，かつては小田原藩大久保加賀守の藩領

であった。村高は，貞享3年 (1686）に160石

7斗あまりで，田方が約7町 8畝歩，畑方が

約20町 2反歩， 野畑が約19町2畝歩である7）。

その後，文化15年（文政元年・ 1818）の「田方

仕附反歩書上帳J8）によれば，村高が 198石

3斗あまりで，田方が約8町9反歩，畑方が

約22町 9反 6畝歩，野畑が約19町 2反 8畝歩，

茶畑が4町歩ほどで，基本的には畑方中心の

村であると言える。また，村内は上宿・下宿

．払堰・和新田一一上新田とも書くーーの4

つの地区に分けられ，和新田と払堰は農業を

主とし，上宿・ F宿の宿地区は沼津・三島～

甲州の街道に沿っていることから，農関期に

は行商的な商業をしていた，と言われているヘ

次に，農業生産の実態をみてみよう。天保

10年 (1839）の「報徳金御拝借貸附帳」 10）に

「当村之儀者至而地味悪敷故，畑方者古より

茶む械者紙椿等植置，右之田畑作立繁栄致

居候得共，三拾年以来自然と茶之木枯，連々

村柄衰へ…」とあるように，米や麦，蕎麦な

どの穀類以外には，茶と楕が作られていた。

措や三極はかなり初期から畑地の多い村々

で栽培されており，特に当新田では「椅木凡

拾ケ村ニもかけ合候程」11）で，はぎ皮にして立

野や穆普寺の紙屋に販売し，年貢の足しにも

していたと言われている。また，憲新田村に

は16軒の釜主がおり， ）IJ嶋田・杉名沢・佐野の

3カ村の釜主とともに近隣の村々から椿や三

極を買い集め，独占的に出荷していた。出荷

量のわかる安永4年(1775）から同 5年にかけ

ては，竃新田村が 135駄（4050貫〉で，他の

3カ村は合計で54駄 (1620貫〉にすぎず12)'

当新田村においてはかなり重要な産業であっ

た。従って，この独占を破ろうとする外部か

らの動きにはきわめて敏感に反応し，元禄15

年(1702）以来数回にわたって争いが生じてい

る。だが，単なるはぎ皮として出荷するだけ

では外部との競争に対応できず，また安永4

年の史料には，富士郡の大淵村から大量のは

ざ皮が出荷されるようになり迷惑していると

の記述もあり 13九天保期には，当地方の楕・三

極の栽培は継続しているものの，その量は多

くなく，発展はみられなかったと言われてい

る14）。この点，平兵衛の『日記』山によれば，

ものである。また，平兵衛の活動については，

御殿場市総務課市史編さん係の「小林平兵衛年

譜」を大幅にあらためて， 『年譜』を作成した

が，今回は紙幅の関係で掲載できなかった。今
後，何らかの形で発表したL、。なお，この『年

譜』の作成によって，今まで心学の当地方への

導入を文政10年の菊池良貞によるものといわれ

ていたが，文政6年の曽根直次郎（守愚〉によ

るものが最初であることがわかった。

6〕しかしながら，本稿では，平兵衛の心学から

報徳への移行の問題はあつかっていなし、。それ

については別稿を用意したい。

7〕 『市史』 3巻， 665頁。
8〕；寵区有文書。土地・租税34。

9〕渡辺好洋『奥｛主新左衛門J（竃報徳社， 1984
年〕 29～31頁。

10）小林家文書，補193。左の数字は，『御殿場市

史資料所在目録』の整理番号である。小林家文

書は， 3部からなり，第2部は「補遺」，第3

部は「追加」とあり，ここでは第2部を補1・
補2のように記し，第3部を追1・追2と記し，

第1部を正1・正2のように記す。以下，番号
だけのものは小林家文書である。

11〕 『市史』 3巻， 708頁。
12『市史』 8巻， 291頁。

13『市史』 3巻， 710頁。

14）この部分， 『市史』 8巻の288～292頁を参照
した。

15〕この時期の平兵衛の日記には， 「文化九年

略日記」（正12), 「文化十年略日記」 （正
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文化9年の1月には立野で値立てをし，同10

年の1月にも立野から修善寺をめぐっており，

さらに同11年の1月にも立野で値立てをして

いることから，この当時，小林家では相変ら

ず，はぎ皮をしていることが知られる。さら

に，文政6年の3月には，中野嶋の玉川堂で

「唐紙漉中侯」とあり，また，平兵衛没後の

安政5年 (1858）には，子の七代目惣右衛門

が江戸小石川の和製唐紙漉師玉川堂左吉に20

両の入門金を支払って和製唐紙の漉方を口伝

されており 16），単にはぎ皮として出荷するの

みでなく製紙の技術導入をはかつていたよう

に思われる。しかし，これがどれほどの成果

をあげたのかを示す史料はないが，「明治7・

8年普通物産・特有物産表J17）には，楕が720

貫とあり，安永年間と比較しても相当衰退し

ていたのではないかと推測される18）。

次に，茶の栽培については，当村には茶畑

が4町歩ほどあり，また，天保13年 (1842〉

の「産物諸品値下げ書上帳」 1

は蓑．馬沓・縄・薪とならんで当村の産物と

してあげられており，ある程度の生産がみら

れる。しかし，平兵衛の「文化十年略日

記」 20）の 2月22日の項に「朝，中晴速々ノ寒

雪ニ市茶の木かかる事甚敷也。依五人組御役

人中立合茶園見分仕候。小田諜どコ済与申

趣相極所々見廻り也。」とあり，当地方が高冷

地にあることもあり，気候に左右されやすい

状態にあったようである。ここでも，幕末期

の茶の生産の実態を示す史料を欠くのである

が，前掲の「物産表」では，茶生菜が 166貫

あるものの製茶は Oとなっており，また茶畑

も4町歩ほどにすぎず，幕末期においても商

品作物としてそれほど大きな意味をもっとは

思えない。

さらに，他の作物として養蚕があげられる。

先の『日記』によれば，文化9年の 5月14日

に莱頁沢村の③（あわやカ〉で桑を買っており，

翌日年の 6月3日には「蚕まへ売， 5斗9升

ニ而1両2分」とあり，また文政6年の 5月

表－ 1 嘉永3年年貢納高

納米 戸 数

15俵～20俵 1 戸

10 ～15 。
5 ～10 1 

3 ～5 2 

1 ～3 14 

1以下 28 

合計｜ 46 戸

出典〉『御殿場市史』別巻Eより作成。
注，寺・入作は除いた。

全戸数は86戸。

表－2 明治3年当村持高

持高 戸 数

40右～50石 1 戸

20 ～30 1 

10 ～20 2 

5 ～10 3 

1 ～5 33 

0.5～ 1 23 

0.5以下 23 

不 明 7 

合 計 93 戸

出典〉 「明治3年，宗門人別帳J 〈竃区有文書，村制267)
より作成。

にも「蚕上り 30枚斗Jなどとあり，小林家で

養蚕をおとなっていたことがわかる。当地方

の養蚕は，安永3年 (1774）に養蚕について

の申し渡しがなされ，さらに文化5年には茶

突沢村の繭が 8両分藩主によって買い上げら

13〕，「後の用事，文政六年Jc正18〕がある。
毎日の覚え書のようなものであるが，平兵衛の
活動や心学者との交遊など知るには貴重でらある。
以下，本文では，特に記述する必要のない場合
には，三冊をまとめて『日記』と記す。

16〕 「為取替申議定証文之事J，補2640
17〕 『市史』 5巻，巻末表。

18〕 『市史』 8巻によれば，むしろ明治10年代以
後，発展していくようである（739～740頁〉。

19〕 『市史』 2巻， 823頁。また『市史』8巻， 465

～466頁。
20〕正13。
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表 3 小林家土地集積 〈単位，竜丸・歩〉
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れている21)。平兵衛の実家が菜英沢村の名主

江藤家であったことを考えれば，当新田にも

養蚕をもちこんだことは当然考えられるので

あるが，この時期養蚕の形跡はみられず，実

；際に養蚕が広まるのはやはり明治以降のこと

でろあう。

以上のことから，幕末期の寵新田村は，

桔・三極の生産が衰退し，他の作物は今だ成

長しておらず，後掲表－16にみられるように，

米以外には唐黍・稗・蕎麦・粟などの穀作中

J心の農業経苗がおこなわれていたように思わ

れる22）。

次lニ，村内の階層についてみておきたい。

当村には，幕末期の「人別帳」や「名寄帳j

が欠けており，具体的に，それを示すことは

できないが，天保7年 (1836〕から嘉永3年

(1850）にかけて 6カ年分の「梅年貢E米取

立l臆」 23）があり，その概要をみておきたL、。

凶作による天保7・8年を除くと，あとの4

カ年分の納米にはほとんど変化がみられない

ので嘉永3年のものをあげておくと表 1の

ようになる。最高は18俵を納める小林家で，

一次が9俵を納める名主の清五郎，あとは3俵

半を納める利兵衛， 3俵の久左衛門とつづい

この表で見る限り過半数が1俵以下の者であ

るととがわかる。次に，この表と比較する意

味で明治3年の当村農家の持高を示したのが

表←2である。 47石 8斗をもっ小林家が群を

ぬき，次が20石 6斗をもっ久左衛門， 11石6

斗をもっ清五郎， 10石8斗をもっ利十郎とつ

づい圧倒的多数が5石以下であり，一握り

の上層農民と多数の下層農民が対悼するとし、

う図式が考えられる。嘉永3年と明治3年を

比較すると， 20年を経過しているものの，幕

末から明治初期にかけては大体同じような状

態ではなかったかと推測される。

2. 小林家について

小林家は，竃新日開発者であった奥住新左

衛門が寛永年間 (1624～1643）に信州から当

地方に移り，竃新田の開発をおこなった際に，

叔父であった新左衛門とともに当村の開発を

おこなった小林三兄弟のうちの安兵衛家の分

家にあたり 24），元禄年間（1688～1703）に和

新田に住するようになった。この時に， 1町

2反7畝12歩25）の土地を分地されており，そ

れ以後，小林家は和新団地区を中心に経営を

拡大してし、く。

まず，小林家の土地集積の状況をみておこ

う。表－ 3をみるとわかるように，小林家は

憲新田村においては，享保期から寛政期にか

けて土地を拡大してし、く。特に，小林家には

天明期の質流地証文が最も多く残されており，

また後に平兵衛が「天明飢鍾之度J仕出し候

身代」 26）と述べているように，この時期に急

速な土地集積がおこなわれた。この時期，安

永年間の不作につづいて天明2年（1782）の

地震の影響もあって当地方の村々は疲弊した

状態にあったにもかかわらず，小田原藩では

財政窮迫から年貢の先納を申し渡しており，

一層困難な状態におかれていた。竃新田村で

も，天明3年に年貢の減免要求を出すが，藩

でも出聾がかさなり，借金も増えるばかりで

「呉々皆共難犠之慣幾重ニも相察居候得共，

何を申も物の不足より口り候事ニ候得ば，御

届不被成候」 27）とL、う回答で，結局減免はな

21) 『市史』 8巻， 285頁。
22〕明治期の議新聞村を研究された筒井正夫氏も

明治10年ごろまでは， 「商品作物としての性格
の強い三極ば 750貫，養蚕も11又繭高3東余と，
この時期lニiれ、まとネグリジフツレな存在に止っ

ていたといえよう。」とのべられている。（「部落
共布金穀の運用と名望家支配（1）」，『彦根論叢』
第236号， 1986年， 66～67長。）

23〕 『市夫』別巻JI'596～601頁。
24) 『市史』 8巻， 146～154頁， 482～486頁。
25）「田畑万譲帳」補143。なお， 後掲表－ 3で

は，田畑あわせて1町1反2畝 4歩で， 1反5

畝 8歩の誤差が生じる。これほ，表－3作成の

もとにした「田畑控」にほ， 「返上」・「改」
によって書きなおしがなされていることによる。

26）「書簡〈自家仕法差図出顧）J追13。
27) 『市史』 3巻， 716頁。
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表－ 4 f乍徳米金収入

文政 12 文政13（天保元〉 天保 2

俵・斗・升 俵・斗・升 俵・斗・升

竃新町 13. 1. 2 朱（他〉に2分2 7. o. 0 7. 3. 2 

茶英訳 58. o. 8 56. 1. 8 （他に籾2石8斗〉 53. 3. 5 〈石代2分2朱〕
（斗他，に籾1石

駅門新田 51. 3. 2 4 2会 2 49. 1. 4 66. 3. 5 
朱〕

荻 蕪 1. 3. 4 1. 3. 0 1. 3. 0 

大 坂 14. 2. o' 16. o. 0 （他にl分と銭612文〉 11. o. 0 文（石）代3雨3朱と 27&

沼田他I30. 0・4 18. 1. 3 12. 3. 0 

千・本.'rtl 11. 0. 。 7. o. 0 9. o. 0 

合 計丙o.3-. o) 

畑 同・分・朱l
恒三1
｜雨・分・朱｜ ーιl両・分・朱l

茶英訳l6. 3. 2 
依政文〈（）他他〉に大豆4

5. 3. 2 （他に大豆4俵〉 5. 2. 2 （他に大豆4俵）

沼田他 4. 1. 3 に銭 500 7. o. 3 〈他に銭500文） 5. 2. 2 （他に銭500文〉

千・本・竹 1. 0 に銭 200 1. 0 （他に銭200文） 1. 0 

駒内新田 1. 2 （他に銭100文〉 1. 2 （他に銭200文〉

天保 3 天保 4 天保 5

俵・斗・升

竃新 m
菜英沢 53. 1. 0 

駅門新田 60. 3. 4 

萩 蕪：

大 坂

沼田他

千・本・竹｜

合計｜山 0.4) 
畑 ｜両・分・朱（

茶英沢 3. o. 0 俵（他〉に大豆4

沼田他

駒門新 2. 2 文（他〉に銭 400

俵・斗・升

15. 1. 2 

21. 2. 2 

両λ.］
長五五！

3. 2. 0 

2. 2 

〔他に大豆1俵2斗〉

（他lニ銭200文〕

｛去・斗.f.卜

55. 2. 0 

59. o. 0 

日目

5. 2. 2 （他に大豆4俵〉

2. 2 （他に銭100文〉
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天保 6 天 保 11

俵・斗・升 ・斗・升 俵・斗・升

竃新田 60. 1. 2 

茶英沢 30. 2. 2 9. 1. 4 

駒門新田 33. 2. 2 16. 3. 1 30. 2. 9 

萩 蕪 10. 2. 1 

大 坂 8. 2. 9 

沼田他

千・本・竹

一｝
4
一
」
に

一仏一－
J
一
寸

一ー一一向
計
一

一
切

合
i ぽi

ハ10.1. 11 c他に利足米20俵3斗
ドム山ム・刊2升〕

｜両・分・朱｜

茶東沢 4. 3. 2 俵（他）に大豆4 3. 0. 1 （他に犬豆4俵）

沼田他

千・本・竹

駒門新田 2. 2 （他に200文〉 2. 0 （他に100文〉 2. 0 （他に銭100文〕

竃新岡 1. 2. 1 （他に銭260文〉

天保 12

俵・斗・升

、、，ノ一
一元一

ヤ九一司M一
山女一

ftt、一
ヴd－

K一－’－ 
嘉一升

一－

一斗
一－

一俵ー

議新田 50. 1. 1 53. 2. 5 

英茶沢 14. l. 1 

駒門新聞 25. o. 3 36. o. 7 

萩 蕪 8. 3. 7 

大 坂 5. 3. 7 

沼田他 8. 3. 2 〈萩蕪村カ〉

千・本・竹

合計 I90. 0 仏律子利足米ドi2.3. s¥ 

畑 ｜両・分・朱i i両・分・朱｜

出典〉文政12年から天保7年までは

「⑥作米金控帳J各年度（袖ll46

他〉より作成。天保11年は「家

政取調帳」（補203），同12年は「田

畑小作米金取調帳」（補211），嘉

永7年は「田畑小作米金取調綬J

（補259）より作成。

ti. fie徳米・利足米の区別はして

いない。千・本・竹は，千福村

本宿村・竹原村にあたり利厄米

実茶沢 1. 2. 2 （他にず豆2俵・銭
600文

沼田他

千・本・竹

駒門新聞 ？ 2. 0 （他に銭500Jと〉

竃新田 ？ ？ 
か。
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表－5 1 小林家金銭貸借（貸付〉

文政11年 (1828)7月現在 天済保額7年までの返 文政11年 (1828〕7月現在
天保7年までの
返済額

｜手会社銭文［その他 千 羽文｜その他 ｜両サ吋文｜その他 両・分・朱｜文｜その他

永久金44.2. 2101 2銀2匁5分 仁杉村 700 

一色II 3.0 3.0 

貸付金 吉久保／／ 7.3.0 100 2.0.0 

村 内23.0.32787 19. 2. 02111 竹之下II 2.0.0 銀3匁2分

柴怒田村 1. 2 200 深良II 1. o. 0 銀5匁2分

中清水 II 20.1. 2134 3米 4俵 5.0.0 200 米 4俵 久根／／ 20.0.0 

神場／／ 4.0 .. 2 334 4.0.2 334 土倉H 5.0.0 5.0.0 

保土沢 II 1. o. 2 1235 325 竹原H 26.2.2 132 

駒門新田 II 7.0.0 642 5.3.0 本宿H 51. 2. 0 39.2.0 

大 坂 II 1. 0 米 2俵 米 2俵 徳会II 4.3.0 

中山 II 銀 1匁 銀 1匁千福H 25.0.0 5.0.0 

種籾8斗
神山H萩 蕪 II12.0.2 712 －銀6匁 1. 2. 0 1. 3.0 

5厘
新 橋 II 1. 3.1 100 1. 3 100 公文名 H 1. 0. 0 

諸久保 II 2 不 明 銀2匁2分

二枚橋 II 1. 3. 3 677 米 1俵 1. 0.1 

深沢／／ 5.0.0 5.0.0 小計 297.3.2 236 分米 ~ 厘俵，， 118. 1. 3 95 
銀 5匁
米 6俵

籾8斗

桑 木 II10.0.0 10.0.0 

御殿場 II 20.3.3 448 4.3.2 
（他国〉

上谷村 2.3.2 224 
酒田中 II 7.1.0 348 

東茶沢 II 4.2.0 136 1. o. 0 
新倉 II 4.0.2 160 

杉名沢 II 7.3.0 銀4匁 7.2.0 銀4匁
小田原宿 2 100 2 100 

川嶋田 II 3.1. 0 86 銀 5匁
矢倉沢 銀9匁5分 銀 9匁

5分

荻 原 II10.0.0 29 
小 計l7. o. 2¥ 48伊匁51 2¥ 1001私匁

大堰 II 5.0.0 

須 走 II 1.3.2 427 
銀 8匁6 銀14匁

合計 305.2.0 720 分 5厘， 118. 2.1 195 5分，

北久原 II 1. 0 
米7 俵斗， 米 6俵
籾8

o'±I典〕 「万控帳」 （補144）より作成。 1両＝ 6貫800文で計算。
注村内は，史料には86両2分 2朱と 5貫808文とがあるが，数枚かけており計算では上記の通りである。

合計には永久金を含めていない．
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表－ 5-2 小林家金銭貸借（借入〉

文政11年 (1828〕7月現在 天保7年までの返済額

！両・分・朱｜銭文｜

預り金

平左エ門 5.2.0 

おふせ 2.2 358 

お つ I. 2. 2 27 

定右エ門 4.2.0 

五郎右エ門 5.0.0 

ff 3.3 249 

玄清寺 10.0.0 

彦 八 1. o. 0 

お き ち I. 0 

茂 /¥ 5.2.1 

相続講 9.1. 0 672 

七 兵 衛 1.1. 0 

オt 蔵 2.0 503 

五兵衛 2.0 569 

合計 I46.2.0い3781

借用金

叶権ノ＼ 右エ門 30.0.0 

（日野屋〉 100.0.0 

八郎右エ門 25.0.0 

孫右エ門 25.0.0 

／／ 15.0.0 

早掛 講 6.1. 0 220 

合計 i201. i. o 1 220 1 

出典〉表－5-1と同じ

両・分・朱｜文 ｜ 

電下街 文化14正月改

大坂，文政2. 2月 2.2 358 

御殿場．二文化5. 7J.l 1. 2. 2 27 

竃和新田文政3・文政6

II 文政5.12. 5 

II 文政10

竃 文政6.2.23 10.0.0 

1竃和新日文政10改

竃中宿 文政9.5.21 

内 文政10.改 5.2.1 

寵和新日文政11. 2月改 9.1. 0 672 

II 文政11.2. 29 

竃払 子（文政11）改 2.0 503 

二子村 2.0 569 

[ 28.0. l同l
二子村 文政7.12. 3 30.0.0 

御殿場（太兵衛，惣兵衛，嘉七〉文政8.11 100.0.0 

印野村 文政9.11.4 25.0.0 

実莱沢 文政9.8. 30 25.0.0 

文政11.1. 2 15.0.0 

電 文政11.2 6.1. 0 220 

rz01.1. o I 22oJ 

わなかった。従って，農民の中には，費流地証

文に見られるように「連々御年貢等に差詰り

我等所持之田地 …質物ニ書入」れるという

状態に立ちし、たった者もあったと思われる28）。

他方，小林家は，先の楕や三棋の釜主の一人

として参加しており，それによる収益があり，

いてほ，天保元年 (1830）に聞方では約2町

歩，畑方では 2町8反，野畑で2町9反，そ

の他茶畑など 4反 6畝歩を所持し29＞，先に述

べたように当村でほ群を抜いた存在となって

し、く。

土地を集積していくものと思われるが，それ

を証明する史料は今のところ見つからず，今

千炎さらに明らかにしていく必要がある。

小林家は，明和の頃から他村にも小作地を

拡大し，平兵衛が養子となった文化・文政期

にかけて最大に達する。特に，寵新田内にお

28〕天明3年には，当地方を中心に御厨ー授がお

さており， 28方村が参加し， 500名を下らない

農民が参加したといわれる。その顛末J土『市史』

8巻， 384～423頁を参照のこと。

29〕拙稿「前掲論文」で，竃新田村の同方を 3町

5反3畝10歩，畑方を 1町4反8畝1歩，野畑

を1町7反4畝3歩としたが，集計クヲ誤りで，

表－ 3の天保元年の時期のように訂正する。
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次に，小作米の収入についてみてみよう。

小林家では，文政12年から嘉永7年〈安政元

年〉まで、断続的に11年分の｛乍徳米の収入がわ

かる（表－4〕。ただし，この表には，文政12

年から天保2午にかけて最大の小作地をもっ

革新聞村の作徳米がわずかに10俵前後しかな

く，天保3年から同 6年まで記載がなしさ

らに大坂村・萩蕪村の作徳米の収入も小作地

にくらべて少ないことなど，疑問の点もある

が，大体の趨勢はつかめると思う。これをみ

ると，文政の末から天保のはじめにかけて大

体 170俵前後の作徳米が得られるのに対して，

天保飢鐘のあった天保4年から同 7年にかけ

て，極端に減少していることがわかる。後に

ふれるように，この時期は小林家の経営の危

機の時期にあたり，報徳仕法の導入の時期と

重なる。また，天保期に入ると他村にあった

小作地を手離しており，これも小林家の経営

がしだいに苦しくなっていくことを示してい

よう。

次に，小林家の金銭貸借についてみておこ

う。小林家には，金銭貸借を示す二つの史料

がある。一つは，文政11年 (1828）に平兵衛

が家督をJ陣七代目惣右衛門に譲った際に，所

持している財産を調べた「万控帳」と，天保

8年 (1837）に，各村との貸借関係を調べた

「大宝恵」の二冊である制。これをもとにし

て小林家の金銭貸借をみていきたし、。まず，

文政11年の貸付の方からみてみると（表－ 5

-1 ），永久金として 44両 2分が計上されて

L叩。永久金Ii，天保8年の「大宝恵」には

永金とかかれており，項目に「利不参」とか

「死去ニ付そのまま」としづ記述がみられる

ことから貸付金がこげついたような状態にな

っているものと思われる31）。また，貸付金の

合計約305両のうち天保7年までに回収しえ

たのは約118両ほどにすぎず，貸付金の返済

が滞っていたことを示していよう。次に借入

の方をみると（表－ 5-2），預り金32）と借用

金にわかれる。預り金は，竃新田内のものが

多く，天保7年までに約半分が返済されてし、n

る。借用金は金額も大きし、が，天保7年まで
／＼ 

に皆済している。ここにある御殿場の叶日野

屋と莱英沢の孫右衛門は，平兵簡が郡内方面

ヘラ！そを売り出す時の商売仲間であり，商業七

30〕「万控様」補144，「大宝恵」補1680

31）この場合，永久金が何故生じるのかを示す史

料はとぼしし、のであるが，例えば，久根村に貸し

付けた20雨について←ーこの貸し付けは文化11

年におこなわれているーー一平兵衛は文化14年に炉

竃新田村名主安兵衛と茶実沢村名主孫右衛門の

世話により，小田原藩役人松尾佐久太と松国平

治右衛門の両名を通じて次のような請求をおこ

なっている。この20両は，領主から先納金とし

て久根村に申し付けられたものであるが，久根

村でまかなうことができず，惣右衛門（平兵衛〉

から借用したものであるが， 「元幸!J共相滞候ニ

付，其後度々及催促ニ侯得共，断市口申今以楕

滞迷惑致候趣申出候。然ノレ処右久根付用立置イ民

会子之儀者惣右衛門白分之金子ニ而者無之，村

方之儀近年段々困窮ニ相成，領主t貸付置候約

籾等右滞甚以難渋ニ付，右返上納之口法相建｛侯：

様申付置候処，小前之内銘々沓草桂等為作手当

金ニ取斗右金子惣右衛門江取始末相任置候。其

内用立候ニ付右様相滞侯百者，村方者勿論拙者

共迄迷惑致侯間，依之得貴意侯者，右金子之儀

不一通村方手段金之儀ニ而御座侯得者，当暮此

口江相約候口々磁与差支不得止事村役人共ぷ額

百難渋願出しニ付，此段及欠合候。」と久根村支

配稲葉逮江守の役人松井庄左衛門宛に請求して

いるのであるが，それに対し次のような返書が

来てし喝。先の先約金は久根村でまかなうこと

ができず，惣右衛門から借用したものであるが少

久根村以外でも他借でまかなったところもあっ

て， 「他借之分金主共彼是六ケ敷申出，久根村

之義茂右様之始末惣右衛門江面目無之，然ルi虫
難及返済甚以迷惑至極之口是上数度申出俣得共

．・・・・・主人勝手向必至与差支ニ付口今相断置申侯。‘

左侯得者，久根村開済茂難申付口惣右衛門江蓮

以気之毒ニ御座｛長得共，左様之差支畝；，主人勝

手向J返金当暮何口茂難及ニ付，乍気之毒惣右

衛門相口メ何逮ニ茂年延ニいたし追々済方手段

取斗申度奉存侯。」 （以上， 「御状写」正16)

とあって，その後，こうした請求をしたのかど

うかわからないが，元利金とも返済されず，天

保8年の「大宝恵Jには， 「利足も一切不参」

として永久金の内に入れられている。

32）「預り金」は， 『日本国語大辞典』には，

「あずけきん」の項目に， 「特に近世では，利
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表－ 6-1 小林家金銭貸借〈貸付〕

天保8年 (1837）現在 ｜弘化2年までの
レト ？、 ノ ・i= I 返済額

永久金 ｜ 

l両・分・糊分｜その他｜両・分・朱｜文｜
文政11年まIA A のの11日1。｜銀2匁i
で ｜ 出・白・“｜ムνム白15分 ｜ 村

中清水村I14.2.2 

駒門 I 4.2.0 
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菜葵沢 11 I 1. o. o I 136 

杉名沢 111 1.0 

川嶋田 111 3.0.2 I 86臨5匁

須定 111 2.0.0 I 428 

北久原 11 I 3 I 136 

仁杉 11I I 700 

菅 沼 II 25.0.0 

竹原 II 2.1. 2 

本宿／／ 12.0.0 

千福 II 20.0.0 

郡内新屋／／ 2.0.0 
吉久保 111 5.3.0 

深良 111 1.0.0 

久根 11120. 0. 0 

竹 原 11121. 0.1 

徳倉 111 4.2.2 I 400 

神山 11J 1. 3. 0 

公文名 111 1. o. 0 

上 谷 川 2.3. 2 I 224 
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表←6-2 小林家金銭貸借（借入〕

天保8年 (1837）現在 弘化2年までの返済額

預り金
両・分・利銭文｜ 両・分・朱｜文｜

定右エ門 2.2.0 竃和新国，文政3

酒屋（大坂〉 2.1.2 大坂天保3 2.1. 2 

II 2.2.0 大坂天保7.1.20 2.2.0 

吉次郎母 2.0 御殿場天保3.7.11

心学講 440 天保7.3.2 440 

久左エ円 2.0 這新回天保3 2.0 

合計 s. i. 2 1 440 I 

借用金

兵右エ門

清左エ門

10.0.0 

10. 0.。 日野屋天保7

合計 i20.0.0 1-

出兵〉 「大室恵Jより作成。

ハリ
4
4‘
 

d
告η

，“
 噌

E
ム

Fhu 

10.0.0 

10.0.。
20 o o I _j__ 一 一

の取り引きに関係するものであろう。日野屋

は，小田原藩の御用商人的地位を得て，後に

平兵衛とともに報徳仕法の指導者として活躍

するおF。

次に，天保8年の貸借をみておきたい。表

-6ー 1の貸付の方をみると，天保7年まで

iこ返済されなかった貸付金の一部が永久金に

うつされたため，永久金が 160両と増大して

おり，そのうち返済があったのがわずかに

_21両にすざない。他方，貸付金の五は，；之政

11年にくらべて大きく減少し約 136両であり，

そのうち 110両程が弘化2年までに返済され，

かなり回収されている。平兵衛が，報徳世話

人となり，報徳仕法を御殿場地方に積極的に

推進してし、く背景には，貸付金が当地方のか

なりの地域に広がっていることから，貸付金

の安定的な回収をめざそうという目的もあっ

たかもしれない。

次に，借入の方をみると（表－ 6-2〕，

預り金，借用金とも大きく減少しており，小

中ド家の経営の規模の縮小が考えられる。

最後に，小林家の経営をみておきたいのだ

が，それを具体的に示すことのできる史料を

欠いている。ただ，小作米の販売と金銭の貸

借を示す史料が文政11年から天保2年まで連

続して4年分残されているので34），これを中

心にみてみることにしたい。表－ 7をみると

わかるように，入金では小作米の販売収入と

元利金の返済が大さな収入源になっているこ

とがわかる。文政11年lこは 135両中 102両，

文政12には 179両中108両，天保元年には148

南中 112両，天保2年には，小作米を 120俵

あまり残しているが98両中60両が小作米の販

売収入と元利金の返済であり，この両者の比

重が大きい。他方，出金の方では，無尽掛金

と借用金の返済が大きいことがわかる。この

子をつけないで他人iこ金銭を貸すこと。」とあり，

また， 『国史大辞典』には， 「預状」の項目の

中に， 「江戸時代に入っても，借用証文の上で
預かり金としてあっても，実際に利子のつくも

のは，一般の金銭貸借として扱われた。」とあっ

て，借用金とほとんどかわりないものと思われ

る。ここでは預り金が電車I国内に多いのである
が，毎年利子をつけており，借用金とほとんど

かわらなし、ものとしておさない。

33) 『市史』 8巻， 308～310頁。
34）「（貸付帳）j補145。この史料は覚書的なもの
で表題がないが， 『史料目録』の仮題をそのま
まあげておく。
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表一7 小林家経営収支

文政11年 (1828)

入金 出金

同・分・朱｜銭文（ そ dコ 他 ｜両・分・朱l文 そ 。コ 他

元利金返済 26.2.0 6778 年貢皆済 12.2.1 6618 

無尽落札 20.2.0 無尽掛金 19. 1. 3 1065 

小作米販売 1) 75.2.0 銀9匁 借用金返済 58.3.3 78 （利子共〉

他 I 12. o. 2 1000 銀3匁 ＊駄賃 2 1719 

メロ』 計川35.2. 2 1 978 l銀U
薬 代 4.0.0 

貸付金 2 

金前書lj 1.1. 3 

払方助合 10.0.0 

隠居分 1. 1 108 

清五郎渡し 1.2.0 

平左エ門H 3.2.0 

他 3.1.2 1415 

〆口与 計1n6.3. l 1 

差 ヲII 18.3.1 I 
文政12年 (1829)

入金 出金

！問・分・朱｜ 文 I}) 他 i両・分・朱｜ 文 そ 。〉 他

元利金返済 31.2.l 10403 年貢皆済 9.3.3 1957 

田地請返 31. 3. 0 無尽掛金 28.3.1 2111 

相続預り金 20.0.0 借用金返済 66. 1. 2 

無尽落札 5.0.1 406 貸付金 28.0.0 

小作米販売 2) 76.3.0 232 相続講返金 10.0.0 

畑 年 貢 11.3.0 1284 金前割 1. 2. 0 184 

他 3.3 126 見舞金 2 334 

計い79.2.1 1 
米駄賃 2 1714 

前年度分 3)1 18. 3. o I 干し 金 1. 3. 0 

甲蔵返金 6.1. 0 220 
A口． 計i19s. 1. 1 I 

｛也 3.3 624 

合 計い54.3.1 I 
差 号II 43.2.0 I 



136 立教経済学研究第45巻第3号 1992年

文政13年（天保元年〕 (1830) 

入 金

｜両・分・朱｜ 文

元利金返済 I49・M 4669 

無尽落札 10.0.3 607 

田畑請返 15.0.0 

小作米販売 4) 62.0.0 

畑年貢 10.2.2 600 

計い48.1. 1 1 

前年度分S)I ss. 2. 2 I 1974 1 

A 日 五十 i 1s7.1.1 1 

天保2年 (1831〕

入金

｜両・分・朱｜ 文

元利金返済 42.2.2 5272 

無尽落札 7.3.2 394 

田地請返 20.1.0 

小作米販売 6) 16.3.0 362 

畑年貢 10.0.2 100 

他 348 

小 計 19s.2.1 1 

前年度分 7)1 23. 3. 3 ｜山 ｜ 

メEιl 計 J122. s. o J 

出典） 「ぐ貸付帳）J（補145）上り作成。
1両ニ 6貫800文で計算

1 ) 151俵 1斗7升
3）史料のまま

5）史料のまま

｜出金

｜両・分・米｜ 文

年貢皆済 7.2.0 3097 

無尽掛金 33.3.0 2926 

貸付金 45. 1. 0 

1借用金返済 32. 1. 0 100 

田地代 34.0.0 

見舞金 2. 1. 2 184 

米駄賃 1. 0. 3 1284 

金前害I 1. o. 0 323 

諸入用 3.0.1 748 

相続講利足 2.0.0 

計1163.2. 2 I 

号II 23.2.3 I 

出金

｜荷・分・朱｜ 文

年貢皆済 10.0.0 1946 

無尽掛金 28.1.l 1094 

貸 付 金 35.2.0 

借用金返済 28.2.2 

金 前 割 1.1. 0 457 

2. 1 903 

干し金他 1.2.0 

諸入用 3.2.0 182 

困地代 3.0.2 161 

相続講利足 2.0.0 

r~；－司王ム~I

2) 161俵 l斗7升 Clo両＝21俵〕
4) 136俵 1斗5升 (10両＝22俵〉
ち） 162依7升のうち， 41俵 3斗5升で120依 1斗2升のこり

7〕史料のまま
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表を 4年開通してみると，天保元年と向2年

が単年度で赤字となるが，天保2年は小作米

162俵中120俵余を残しており，これを販売す

れば黒字となるだろうから，天保元年のみが，

前年度分を加えなければ赤字になる。しかし，

これも田地代の34同が大都、ためで，小作米

の安定的収入と貸付金の安定的回収がおこな

われるなら，比較的安定した経営を維持して

いくことが可能であろう。しかし，ここには，

平兵衛がおこなっていたさまざまな商売，椿

・三極の販売や文政6年の江戸との往復によ

っておこなわれた椎茸販売など，己れらがど

れほどの収益をもたらしたのかわからないこ

と，また小林家の家計的支出も不明である点

など考慮しなくてはならないが，やはり貸付

金の回収と作徳会！との販売収入が大きかったろ

うと思われる。夫際， 平兵衛は， 文攻11年

に家督を譲った時の目録である「田畑万譲

帳」 35）の中で，「文化十酉年 (1813), （家督

を一一筆者注〉請取り侯節より段々不仕合打

続，殊ニ愚不運故ニ而，貸金損毛又ハ団地ニ
（亡カ〉

相掛利分金高ヨリ小作米利金米共減少イ土侯者，

i比段承知之上取斗専一之事ニ候。此五七年以

前ぷ物入用諸掛リ，去ル酉（文政8年〉之大

凶作ニ付，凡甘三十両余引込文蔵普請仕，是

茂五拾両余相掛リ候。」とのべており， やは

り小作米と貸付金のしめる位置が大きかった

Iのではな＂、かと思われる。従って，凶作によ

って小作米などの収入が減少すると小林家の

一経営は不安定になってし、くのではたL、かと考

えられる。天保の飢謹の際には，｛乍徳米の収

入は，天保4年に36俵，同 6年に64俵，同 7

年lこ26俵と大きく減少してしまうこと，また

貸付金も文政 11年から天保7年にかけて約

305両中118問しか回収されていないというこ

とからみて，この時期に小林家はかなりの経

営危機に陥ったものと考えられる。そして，

天保7年には，伴惣右衛門に譲った家督を再

び平兵衛が預かり，家の再建をはかり，翌年，

三宮尊徳が当地方の廻村をおとなうと，尊徳

から「天明飢鍾之度ぷ仕出し侯身代者此度之

飢鐘必至与差詰リ，難渋ニ陥リ侯f義者何之不

思儀も無之，天之罪する処又者寒暑輪廻舛木

禽獣之生滅ニ至迄同一ツなる次第，有之憧之

義を有之ままニ御教示被成下」た平兵南lま，

「是迄之所行逸々恐怖歎息仕，既ニ其瑚家内

之者共五人疫病相煩，弥以的中仕，天明庭よ

り蒔置し悪種此度実法候事，実ニ徴心魂御教

諭之通普種ニ蒔替候外有之間敷」 36）と，これ

を境に熱心な心学者から，報徳仕法の指導者

として活躍することになる。

直 相続講と報徳仕法

1. 相続講の成立

ここでは，相続請の成立とその変化の過程

を大きく二つの時期に分lナ，報徳仕法を間に

はさんで述べてみたい。

相続講37）は，文化9年 (1812）に小林平兵

衛によって和新田の住民18軒をもって始めら

れた。その議定書38）には，次のように述べら

れている。

議定書

一，今般相続講と唱ひ，連中之者永代子々

孫々ニ至迄，無難安泰に今日を営み，銘

々為報先祖父母の恩沢を，跡式堅固に可

相守兼而相談之jffi，万端遂倹約旬、余力を

月々晦日限草軽八足亦者銭四拾八文宛無

35) 1m143o 
36）前掲，追130
37）相続講は，現存は以下に述べるような機能を
タミなったが，戦後になっても継続され，現在も
和新団地区で運営されている。史料は三箱にお
さめられ，各家持ちまわりとなっているそう
で，まだ整理されていない。従って，以下は，
ただ相続講文書とのみ記す。また，相続講は，
小林平兵衛によってはじめられたため，小林家
文書の中にも多数）lられる。ここで使用した史
料は，文化9年から文；久元年までの50年分であ
るが， 50年をくさりにまとめられたようで，各

甘サとも報徳｛士法Uならって『相続講金坂量鏡』
と表題がつけられている。

38）「m壱番相続講金現最鑑従丈化九壬申年
二月歪i司十月J補126。
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表－8 相続講

金 ｜利子 米売払代

両・分・朱i永 両・分・朱lオt 間・分・朱｜ 永 両・分・朱｜ 方t

文化 9.2～ 9 .10 1.2.2 10.0.0 

文化10(1813) 1.2.0 99.6 25.0.0 1. 2. 0 93.7 

fl 11 (1814〕 1. 2. 0 70.5 5.0.2 22.7 

fl 12 (1815) 1. 2. 0 100.6 4.1. 0 57.8 

fl 13 (1816) 1.1. 2 107.4 4.1. 0 110.9 

fl 14 (1817) 1.0.2 32.3 4.1. 2 62.9 

文政元 (1818〕 3.0 117. 6 4.1. 2 107. 3 

fl 2 (1819〕 1.1. 2 101. 5 4. 1. 2 120.8 

fl 3 (1820) 2.2 30.9 4.2.0 90.3 

fl 4 (1821) 1.0. 2 17.9 4.2.0 111.1 

fl 5 (1822) 2.2 28.7 4.2.2 92.0 

fl 6 (1823) 3.0.0 83.7 1. 2. 2 119.7 

fl 7 (1824) 1.1. 2 123.6 2.0 3.0 

fl 8〔1825) 3.2 16.9 2.0 52.0 2.0 。
fl 9 (1826) 1.1.0 73.8 2.2 15.2 2.2 70.Z 

fl 10〔1827) 1.0. 2 5.0 2.2 79.2 2.2 41. 7 

fl 11 (1828) 3.0 117.9 2.2 78.5 2.2 12.5 

fl 12 (1829) 2.0 83.4 

fl 13 (1830) 1. 3. 2 27.2 1. o. 2 75.0' 

天保2(1831〕 1.3.3 15.0 3.0.0 100.0・ 

fl 3〔1832〕 1. 2. 2 98.3 3.0.2 97. 9' 

fl 4 (1833〕 1. 3. 0 77.1 3.0.2 64.9・ 

fl 5 (1834〕 1.1. 2 75.1 

fl 6 (1835) 1. 3. 0 15.2 2.1. 0 28.5 

fl 7 (1836) 1.3.2 32.3 2.1. 2 87.7 

fl 8 (1837) 2.0.2 

fl 9 (1838〕 -"2.0.2 42.6 7.2.2 45.& 

fl 10 (1839) A 1. 0 90.2 3.2.0 86.5 

fl 11 (1840) 2 45.7 

fl 12 (1841) ~ 2 34.0 1.0.0 33.3 

fl 13 (1842) 1.1. 2 110. 6 1. o. 2 13. 1 

fl 14 (1843〕 1. 2. 2 36.9 7.1. 2 16.3 

fl 15 (1844〕 4.2.2 48.7 

弘化2(1845) 7.3.0 

出典〉 「相続講金現量鏡」各年度〈相続議文書〉より作成．
注永t土犀以下切り捨て， 〈単位，文・分〉。 11月～翌日月までを一会計年度。 その他の環自について，文政12年は

年は系SQiJ（利米分受取，同14・同15年とも菜英沢村利足金，弘化2年は茶英沢村宗兵衛返金と土台加入金合計．
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収入

無尽落礼 貸付金返済 作 4患 金 その他 l口』 計

両・分・朱l氷 両・分・朱｜ 永 両・分・朱｜ 方t 両・分・朱｜ ガt 両・分・朱｜ 氷

11.2.2 

27.0.2 68.3 

6.2.2 93.2 

5.3.2 33.4 

5.3.0 93. 3. 

5.2.0 95.2 

5.1. 0 99. g. 

5.3.2 97. 3. 

5.0.2 121. 2 

5.3.0 4.0 

5.1. 0 120.7 

4.3.0 78.4 

2.0.0 1. 6o 

1. 3. 2 68.9' 

2.2.2 34.2 

2.2.0 o. g. 

2 88.6 2.1. 2 47.5 

20.0.0 1.1. 2 25.0 21. 3. 2 108.4 

2.0.0 102.2 

4.3.3 115.0 

4.3.2 71.2 

1. 0 5.1. 0 17.0 

10.0.0 11. 1. 2 75.1 

10.0.0 3.3.2 65.1 17.3.2 108.S 

1.0.0 81. 0 3.0 33.3 6.0.2 109. 3. 

1.0 2.2 7.1 3.0.0 7.1 

1. 2 5.3.0 3.0 

7.0.2 41.0 1.2 10.3.0 37. 3. 

1.2 42.8 1. 4 88.5 

15.0.0 1. 2 42.8 1.0.2 61. 0 17.1.2 103.1 

1. 3. 0 1.2 42.8 4.3.0 41. 5 

5.0.0 2.2 2.2 15.0.0 53.2 

3.2 73.1 2.2 6.0.2 121.S 

1.0 121. 2 8.1. 0 93.2 16. 1. 2 89.5 

川島田甚七より利息，天保6年は天保5年夫食米被下につき冥加として差出，同 7年も同じ，同8年も同じ，同12
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遅滞差出し可申候。依而議定書如件

文化九壬申年ニ月 竃和新田

預り主

拾）＼軒連印

発起世話人

平兵衛事

小林惣右衛門＠

とあって，家の安泰を維持するために，草

荘 8足か，銭48文苑を毎月集めるとのべてい

る。何故こうした講が始められたのであろう

か。 「兼町相談之通〈り〉」とあるように，前

もってそうした話し合いがもたれていたよう

である。実際， 「文化九年略日記J39）の1

月25日の項に「梅田米軒別八升ツツ抑付られ，

夫ニ付其世上新田中談合仕，月携わらしノ：事

極リ古事｜とあり，話し合いがもたれたこと

を示している。この時期，ノj、田原藩では大久

保忠真が藩主となって以後，藩財政の再建を

基調としてさまざまな改革がおこなわれ，そ

の一環と Lて問籾米や積立金グヲ制度がなされ

たという 40）。回籾米は，備荒貯蓄のために籾

や米をたくわえておくものであるが，文化6

年ごろに村内一軒につき米8升と麦2斗を回

L、貯える「八升掛」とL寸制度に移行し，寵

新田でも文化・交政期にかけてちとなわれる

ようになり，天保の飢鐘に際して貸付米とし

て運用されるようになったとしづ 41）。また積

立金の制度についても享和3年 (1803）に，

一軒2文ずつの月掛をせょとし、う奨励が藩か

ら出されており 42），その一環として相続講も

成立したものと思われる。そこで，まず相続

講がどのように江営されていたのか，その仕

組みを明らかにしてみたい。

2. 相続講（文化9年～弘イヒ2年〕

まず，収入からみておきたい。表－ 8をみ

るとわかるように，文政11年までは，和新田

18軒の掛銭と加入金，それに利子が大きな収

入源となってL情。掛銭は，議定書にある通

り毎月48文を差し出したものであるが，必ず

しも48文でなく，一定していない。年により

未納の者もあり，ばらつきがある。表をみて

もわかるように 1両2分前後である。加入金

は，文化9年が川嶋田村の治左衛門で，文化

10年が菜英沢村の孫右衛門で、ある。これは，

表 9の支出の部をみてもわかるように，加

入金i二対する返済を10年間にわたヮて 3けて

おり，講の基金を拡大するための出資金のよ

うな役割をはたしている。この結果，例えば

文化9年に10両を出資した治左衛門は文政5

年までに合計16両2朱と永21文 6分を受け取

っており，かなりの配当をうけている。また，

利子は，小林家が預り金として基金を運用し，

年率15%の利息、制をつけて返済しているもの

である。従って，表面的には和新田18軒の共

有とL、いながらも，小林家の経営資金の一部

として活用され，実質的には小林家が管理し

ていた。文政8年から出てくる米売払代は，

支出の部（表－ 9〕のところでみるとわかる

ように田地購入に上って得た作徳ラ校舎のちに

みるように和新出中18iJl'fに配分したあとの残

りを販売した収入である。文政12年以降は，

18軒による掛銭はなく，後は，無尽の落本L金，

小林家からの利息，それに小作地からあがる

作徳米の販売収入が主た収入源となろ。

次に，表－ 9の支出の方をみておこう。加

入金返済は，先にのべたように治左衛門と孫

右衛門に対する返済であり，年貢皆済t~：田地

買入によって得た小作地に対する年貢である。

また，貸付金は，文政12年が）ii嶋田甚七に

対してなされたものであり，以後のものは竃

新田内に対するものである。ここで注目され

るのは，田地買入代である。文政5年には萩

蕪村の孫右衛門から16両 3分で下回 1反4畝

39) IE12。
40〕なお，忠真？っ改市については， 『市史l8巻，
424～434頁を参照。まと， 『神奈川県史』通史
料 3近世（2）の741～768頁。

41）筒井「前掲論文」 69頁。
42〕 『市史~ 8巻， 427頁。
43）利率は，文化12年から13勿となり，文政6年

からは10%となる。
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注文政9年と天保5年の米買入代は凶作につき作徳米不Aによる質入，その他の項目f:t，文政10年と同11年は地神

講，天イ呆8年は報徳土台加入金，同10年は，施餓鬼と地神論への支出，同11年は物置代，同14年は地神諮・伊勢

参宮銭別・痕第薬干しの合計，同15年は地神議・帳面買入代・伊勢参宮銭別・物崖康ti'!代など。

号ム
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15歩と下畑3畝14歩を購入し，文政6年には，

中清水村の川右衛門から15両で下々回 1畝15

歩と下畑7畝 9歩をそれぞれ購入し，その作

徳米を文政7年から和新田18軒へ割米として

配分していることである。それも，掛銭とは

無関係に18軒平等に，大体2斗宛の配分をお

こなっている。土地を購入して小作米を得る

とLサ方法は，おそらく平兵衛の地主的性格

の反映であろう。それにしても，この相続講

の運営の方法はきわめて興味深い。他村の講

については未見であり，どの相続請が平兵衛

独自のものか，それとも小田原藩で一般にみ

られるものかどうかわからないが，小林惟司

氏は，犬原幽学 (1797～1858）の天保7年の

子孫永々相続講に関して，「『相続講』は近世

先進地帯の畿内周辺などではよく行われてい

たもので別段新しいものではない。しかし，

幽学の相続講の仕法はこれらとは類を異にし

ている。」ωと述べられ，幽学の相続講も彼が

関西地方を巡歴していた時に見聞されたもの

であろうとLづ。 Lかし， 「一般に『相続講』

といわれるものの仕法は，その仕法帳でみる

かぎり運常頼母子講と同じとみてよい。しか

し，幽学の『相続講』は関取（くじとり〉は

行わず純粋の家相続のための共同準備財産を

つくったところに特色がある。J45）と述べられ

ている。平兵衛の相続講は貸付機能剖〉をもた

ないが，年々倹約をして掛銭を積み立て，平

兵衛の管理とはL、いながら，共有財産をつく

って払い戻しをうけるとLづ方法は明らかに

無尽や頼母子講とはちがっている。ここでは

とれ以上論じられないが，他との比較という

点で興味深い問題である。ともあれ，幽学の

相続講は門人の土地出資による「先祖株組

合」の結成にむかい，平兵衛の相続請は，報

徳仕法の導入後，その形をかえてL、く。

3. 報徳仕法

御殻場地方に報徳仕法が導入されることに

なったのは，天保 8年 (1837) 2月の二宮尊

徳の廻付によってである。すでに天保4年ご

ろから天保の飢鐘の影響があらわれており，

天保7年には寵新田村でも一人6合の救い米

が16軒57名に，また一軒につき l升から 2チト

を14軒に支給したが，男16名・女7名の合計

23名の死亡者を出したと言われている。翌宍

保 8年4月には，難渋人の調査がおこなわれ炉

その結果，竃新田85軒中， 「夫食差支無御座

侯」と＼、う無難の38軒をR料、て， 19軒の中難少

28軒の極難の者に対して救急、仕法がおこなわ

れた。それは，尊徳かち困窮人病難之者当座

御救金として 1両2分，藩主忠真から御仁志、

金として 4両3分2朱と永39文4分，平兵衛

ら12名の御仁恵加入金として 3分 2朱と永31

文2分の合計7両1分2朱と永8文1分，そ

れに加えて，困窮人への夫食米18俵1斗 5升

の費用として29両2朱と永41文9分を報徳役

所から無利5カ年賦で借り入れるというものe

であった。だが，これは一時的な救急、仕法で

あるので，この年のlQfjから本格的な仕法が

おこなわれることになった47）。ここでは，主

に『二宮尊徳全集』の「竃新田・二子・日守

諸村の仕法」拍｝を利用して，その具体的な仕

法をみておきたい。

一般に，報徳｛土法が難村復興｛土法としてお

こなわれる場合，次のようにしておこなわれ

る。まず，農民の生活実態を調査して「分

度」一一過去何年間かの収入を調べて分限を

44）小林惟司『日本保険思想、の生成と展開』 （東
洋経済新報社， 1989年） 206頁。

45）向上， 209頁。

46〕貸付金の項目はあるが，一件の例外，天保8
年の1両3分を除いてすべて18軒外への利付貸

付である。

47）この部分， 『市史』 8巻の453～458頁を参！照

した。同様の一時的な救急仕法は小田原藩全体
でおこなわれてb、る。また，長倉保「小田原藩

における報徳仕法について」（北島正元編『幕

藩利国家解体過程の研究』吉JI!弘文館， 1978.
年〉も参照。

48）『三宮尊徳全集』第19巻， 584～866頁。佐々井
信太郎編，龍渓書舎， 1977年復刻版を利用。
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（単位，両・分・朱・永〉表一10 報 徳 仕法収入

｜土台金差出 i報徳加入金｜東議室｜覇基付 I~縫付｜その他｜合 計

天保8.10 100.0.0 5.3.1 20.8 1.1. 0 38.5 124.0.1 59. 
～9. 6 

天保10(1839) 8.0.0: 2.7 5.3.1 20.8 17. 1. 1 106.3 10.1. 2 25.0 41. 2. 2 79. 

II 11(1840〕 19. 1. 0 80.5 5.3.1 20.8 15.0.0 9.8 150.0.0 190.0.1 111. 

II 12〔1841) 18.2.2 45.7 5.3.1 20.8 48.0.3 93.3 72.3.0 34. 

II 13〔1842) 3.3.2 13.3 5.3.1 21. 2150. 2. 3 20.5 60. 1. 2 55. 

II 14(1843) 12.2.2 42.6 5.3. 1 20.8 53.2.3 24.5 72.0.2 87. 

号ム化元く1844〕 1.2.0 42.3 55.2.0 37.0 57.0.0 79. 

II 2 (1885〕 4.2.0 17.4 60.2.2 112.0 65. 1. 0 4. 

II 3 (1846) 17.0.0 61. 8 51. o. 0 120.9 68.0.2 57. 

II 4 (1847) 23.8 19. 1. 3 96.7 19. 1. 3 120. 

嘉永元(1848)
2. 0: ~：：：： 5 

22.2.0 68.2 24.2.0 105. 

II 2 (1849) 1. . 3 22. 1. 0 18.5 2.0.0 24.2.0 70. 

II 3 (1850) 3.0.0 31. 3 20.0.2 75.8 2.0.0 25.0.2 107. 

II 4 (1851) 2.0 18.6 17.2.3 67.6 22.0.0 40.0.3 86. 

II 5 (1852) 1.2.0 24.1 22.0.1 103.1 13.0.0 36.2.3 2. 

II 6 (1853〕 7.1.0 31. 3 14.2.0 28.3.0 73. 

II 7 (1854) 3.0 31. 3 16.2.2 124.0 7.0.2 76.3 24.2.2 106. 

η

0

0

白

司

よ

O

O

A

U

A

3

向。
A
－
w
i

出典〉『二宮尊徳全集』19巻。 620～751頁の「三才報徳現量鏡」 （各年度〉より作成。

注 7月～翌6月でー会計年度。

永は厘以下切り捨て〈単位．文・分〉。

その他の項目について．天保8年は，御仁恵金残念と初稔料の合計。

向10年は，無利当座返納分。同11年は，報徳金拝借。

定め，それに応じて生活をたてることーーを

定め，つづいて借金の多い者などに無利足貸

付をおこなL、さらに村民の入札によって票

の多かった者に褒賞を与えることによって勤

労意欲を高め，荒れ地の開発や土木工事をお

こなうことによって生産の安定をはかる。さ

らに，分度を守ることによって生じる余剰を

積み立てたり，他人に譲ることによって一一

これを「推譲」という一一農民相互間の融資

や凶作にそなえるというものである49）。

竃新田村でも，ほぼ同様のやり方がとられ

た。そこで，まずその実施過程をみていこう。

表 10の収入の方からみていくと，土台金叩

は，平兵衛が菜英沢村にもつ田畑2町5瓦7

畝2歩の土地からあがる作得米50俵と金2両

2分を差し出すことによって尊徳から借りう

けた 100両である。また，報徳加入金の17両

は，和新田中（相続講〉からと，平兵衛の心

学仲間と，御殿場の日野屋からのものである。

49〕逆井「前掲論文」の79頁の報徳仕法の要約を

参照。
50〕土台金とは，仕法をおこなうための基金とな

るものをいい，また，差出金とは報徳iこ帰依し
て文字通り差し出したものをL川、加入金は，
金次郎への預け金であり返済を請求する権利が

加入者の手に留保されている。長倉「前掲論文」
519買を参照。
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天保8.10～9. 6 

天保10(1839) 

II 11 (1840) 

II 12 (1841) 

II 13 (1842) 

II 14 (1843〕

弘化元 (1844)

／／ 2 (1845) 

／／ 3 (1846) 

／／ 4 (1847) 

嘉永元 (1848)

II 2 (1849) 

II 3 (1850) 

If 4 (1851) 

II 5 (1852) 

If 6 (1853) 

If 7 (1854) 

天保9.10～9. 6 

fl 10 (1839〕

II 11 (1840〕

II 12 (1841) 

II 13 (1842) 

II 14 (1843) 

弘化元 (1844)

II 2 (1845) 

II 3 (1846) 

II 4 (1847) 

嘉永元 (1848)

II 2 (1849〕

II 3 (1850) 

II 4 (1851) 

／／ 5 (1852) 

II 6 (1853) 

II 7 (1854〕

立教経済学研究第45巻第3号 1992年

表－11 報徳 f土法支出

拝借金返納 ｜無利貸付金A[利付貸付金

5.3.1 20.8 103.0.0 105.8 

5.3.1 20.8 2.2.2 

5.3. 1 20.8 163.3.0 105.0 

35.3.l 20.8 16.3.0 

35.3.1 21. 2 15.0.2 

35.3.1 20.8 40. 1. 2 48.6 

30.0.0 6.0.0! 

30.0.0 27. 2. o: 71. 1 

30.0.0 19.2.2 

8.2.0 

15.2.0 20.0.0 

20.2.0 

17. 1. 2 30.0.0 

3.2.0 

33.3.0 2.0.0 

5.0.0 25.0.0 

位一済
単一一返

（一金

入
ムHH

7.0.0 

8.2.0 28.0 

4.2.2 27.7 

10.3.0 54.6 

3.0 

両一iー

引一払成
朱一出幼

γ一作品昼間
分一耕賞

8.3.0 41. 6 

5.0.0 98.0 

5.0.0 

5.1. 2 50.5時

｜ 助成金［その 他 ｜ 合 計｜残金〈土台金）BI B/ A 

10. 1. 2 25.0 119. 1. 1 26.6 4.3.0 32.7 4% 

37.0.3 21. 5 45.2.2 42.3 3.0 80.2 28 

4.0.0 103.1 6.2.2 10.3 189.0.3 30.8 2.0.0 35.5 1 

3.2.2 42.3 3.2 116.l 69. 1. 1 27.2 5.0.2 105.6 30 

1. 3. 0 24.0 52.2.3 45.2 13.0.0 107.4 86 

1.1. 0 37.0 1. 2.0 100.0 83.3.1 81. 4 1.0.2 51. 4 3 

6.2.0 6.7 47.3.2 57.2 10.3.0 73.5 179 

57.2.0 71.1 18.2.0 6.8 67 

2.0.0 60.0.2 28.0 26.2.0 36.5 135 

8.2.0 37.2.0 94.5 441 

40.0.2 27.2 22.1. 0 47.5 144 

1. 0 46.2 69.2 20.3.0 115. 41 26. 0. 0 2.9 127 

2.0 11.1.0 54.6 39.3.2 55.4 

3.1. 2 25.0 50.3.0 25.0 29.1.2 54.1 169 

47.6 4. 1. 0 71. 2 1764 

6.1. 0 12.5 42.0.0 12. 5 48. 2. 2 6.8 144 

1. 0. 0 31. o. 0 41. 3. 0 113. 4 835 

出兵〕衣ー10と同じ。 注 その他の項目は，天保9年t工夫食当座貸付の費用。天保11年，同12年，悶14年はともに荒

地起返し諸費用。
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1 .市郎右エ門 2.0.2 1. 8 2.2.2 4.3.0 1. 8 4.3.0 1. 8 6年賦

2. 平吉後家 3.1 45.5 2.1 49.2 1.1.1 94.7 1.1. 3 32.5 fl 

3. 儀左エ門 4.3.0 70.7 4.0.2 36.5 8.3.3 44.7 8.3.3 44.7 fl 

ι 五郎右エ門 1. 2. 0 11.2 2.2.0 60.3 4.0.1 9.0 4.0.1 9.0 ／／ 

5. 惣 兵 衛 1.1 44.7 2.3.0 3.0.1 44.7 3.0.l 44.7 ／／ 

6. 与 兵 衛 1. 0.1 39.1 5.2.2 50.1 6.3.0 26.7 6.3.0 26.8 If 

7. 七 兵 衛 2.2.0 23.4 2.0.2 79.9 4.2.3 40.8 4.2.3 40.8 If 

s. 市左エ門 3. 1 2.2 3.0.0 22.1 3.3.1 24.3 3.2.1 24.4 If 

9 .治 兵 衛 1. 3.1 35.8 1. 3.1 35.8 1.0. 3 35.8 It 

10. 熊 次 良日 1. 3 53.6 1. 3 53.6 1. 3 53.7 If 

11. 武 兵 衛 2.2.0 97.9 1. 2. 3 0.4 4.1. 0 35.8 4.1. 0 35.9 fl 

12. 普右エ門 2.2.0 2.2.0 1.1. 0 fl 

13. 松右エ門 1.1. 0 45.6 3.1. 3 77.3 4.3.0 60.4 4.2.3 60.5 7年賦

14. 政 兵 衛 2.3.0 36.3 1.0.0 3.0.3 36.3 3.0.3 36.6 8年賦

15. 太右エ門 3.0.0 46.0 3.0.3 27.7 6.1.0 11.2 6.1. 0 11. 3 fl 

16・ 伊 助 3.3.0 5.5 12. 1. 1 46.8 16.0.1 52.3 16.0.1 52.4 11年賦

表 12 和新田中借財一覧（天保9年 3月〉

｜天保8年夫 ｜ 
食借用高 ｜ 借用金｜ 合 計

〈単位・両・分・朱・永〉

無利貸付金 I 
（天保 s) I 

合 計 1 no.雨 4I so.o.3139.71-76.2.2 I 72.11お0.1両 1
出典〉 「借財取調様」〈補187）より作成．

注永は厘以下切り捨て〈単位，文・分〉． 12香善布エ門は1両1分用捨．

表－13 貸付人一覧

金額

貸付人 ｜両・分・朱｜ 永

清五郎（名主〕 I 8.3.3 

平兵衛 I s.0.1 1 47.4 

久左エ門（組頭〉 I 3.3.2 

与五兵衛（百姓代〉 I 1. 2. 2 

村内（上記4名を除く〕 I 5.0.2 

村外 I 7. 2. 2 1 56. 7 

菜 干し I 5.o.o 

その他 I 9.3.2 I 24.1 

,6. 
ロ 計 50.1. 0 3.2 

出典〉表ー12と同じ。

注永は屋以下切り捨て（単位，文・分〉。
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また，酉年夫食米退納は天保8年に夫食米と

して貸し与えられた代金29両余の返済のため

に徴収されたものである。天保11年のその他

の項目に分類した 150両は，竃新回全体に仕

法が拡大された時に，土台金不足として報徳

投所から借り入れたものである。天保10年以

後の報徳加入金は，村民が縄京や草軽作り，

詰事倹約などして支出したものであるが，そ

の内訳は煩雑になるので者略した。

次に，表 11の支出の方を見ると，まず拝

イ昔金返納金は尊徳からの借用金の返済で， 5 

河 3分 l朱余はゴミ食米の代金であり 3 天保12

年からの30両は土台金不足として借り入れた

150両のそれであり，それぞ、れ 5年賦で返済

されている。無利貸付金は後にみる。耕作出

精入賞誉助成は，村民の入札によって上位の

者に褒賞として与えられたもので，当村では

上位5f立の者に5俵～2斗の米が与えられた。

次に，助成金は， 「農具不足之者」や「夫食

差支之者」などに与えられていろ。最後に，

無利貸付金をみておきたし、。天保8～9年の

103両余は，主に和新田18軒の借金の返済に

あてられたものである。そこで，だれがどれ

と、けの借金をしているかを示したのが表－12

である。これをみると全体で16軒あがフてい

るが，平兵衛（惣右衛門〉と無借の嘉助が除

かれている。この表でみる限り，大部分の者

:IJ＇借金をかかえているが，天保8年に支給さ

れた夫食米や大麦の費用が合計で27両ほとあ

って，あとは全体で50両ほどあり，個々の借

用金額は， 16番の伊助をのぞくと 2両から 5

両の聞におさまる。この金額は町場であった

調殿場村や相州の村々に比較してさほど多い

とは思えなし、51）。表 13は，それを誰から借

りているのかを示したものである。これをみ

ると，名主の清五郎が約9両でもっとも多く，

次に平兵衛の 8両，組頭の久左衛門と百姓代

の与五兵衛があわせて 5両ほどということに

なる。この4名からの借用は，時期が大体12

月に集中しており，年貢納入後の生計費の不

足とかかわりがあるかもしれなし伺〉。また，

薬礼が5両あり，その他の項に分類したもの

にも「父病中死去入用」ゃ「両親病中必死去

仕仕舞金入用」などとかかれたものもあり，

当地方で流行した宿情などの疫病の影響によ

るものと思われるものもある。平兵衛が「御

趣法土台金差出之事」でのべている［当村字

上新田坪，家数拾八軒栴座候処，近年不仕合

打続き，連々困窮罷成，其上去ル己申両度之

大凶作凱鐘に付，金銭貸借ハ勿論，雑穀売買

無之荏之年柄，既ニ可及飢渇之処（中略〉引

続時皮流行仕，者病l土勿論，惹当り今日之営

にも差支，術計尽果，当惑罷在，第一田植草

取手後」 53）れとLサ記述もあながちオーバー

とはいえないだろう。

さて，この借用金を無利貸付金で整理して

いくことになるのであるが，ここで簡単に報

徳仕法の無利貸付の制度を説明しておくと，

例えば， 5両を当時の一般的な利率である 1

割5分から 2割で借用したとすれば，翌年に

は元利金あわせて 5両3分～6両を返済しな

くてはならない。一度にこれだけの借金を返

済するのは困難で，利子分だけを返済したと

しても元金の5両は残ることになり，結局は

潰百姓となっていく例がみられる。それに対

して，無利貸付の場合， 5両を 5年賦で返済

したとすれば，毎年1両ずつを 5年間で返済

し，その翌年冥加として 1両を返済し， 6年

間で合計6両を返済することになる。これ自

体をみれば，利率は2割となって高利とかわ

らないようにも思えるが，実際には，毎年の

返済分は元金と利子分を含んでおり，年度ご

との利率はもっと低くなる問。さらに，返済

51）内田哲夫「報徳仕法と御殿場村」（『御殿場市
史研究』 4号， 1978年〉，大江よしみ「宍保期小

田原藩領の農村の動向」（『小悶原地方史研究』
l号， 1969年〕を参照。

52）『市史』 8巻， 378頁に，時期を）；.5]-さかの
ぼるが，安永年間にも，破産や欠落が，年貢を
納めた11月か12月にみられる光景だったとある。

53) 『二宮尊徳全集』 19巻， 620頁。
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表－14 小林家小作人一覧（天保12年，正月〕

人 名｜回方 ｜ 畑 方

｜俵・斗・升｜両・分・朱i銭・文

1.市郎右エ門

3.佐吉（儀左エ門伴）

4.五郎右エ門

5.宗兵衛

6.与兵衛

7，七兵衛

g.市左エ門

9.治兵衛

n.武兵衛

13・松右エ門

14・ 政兵衛

15.太右エ門

16・ 伊助

小計

儀右エ門〈宿〉

儀兵衛（払〉

伊八（ II〕

惣左エ門（／／〕

武右エ門

安右エ門

九兵衛（宿）

伝左エ門（／／〕

五右エ門

茂右エ門

元兵衛

忠右エ門

用坊

河右エ門

源蔵（中清水〉

勝右エ門

不明

小
一
合

計
一
計

9.1.0 

5.3.0 

5.0.0 

1. 3.。
7.0.0 

5.3.5 

8.0.0 

2.0.0 

1. o. 5 

2.1. 0 

9.1. 3 

57. 1. 3 

3.2.5 

4.3.0 

6.0.5 

5.2.0 

4.0.0 

1. 2. 0 

4.2.0 

4.0.0 

34.0.0 

91.1. 3 

1548 

1200 
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700 
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出典〉 「家政取調帳」（補203）より作成。
注他に惣有衛門（1j、林家〉手作， 9俵3斗と l両l分2来。

銭は1商＝ 6貫800文で計算。

割作の場合は均等に苦手jった。

宿t士宿地区，払ば払堰。
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表－15 報徳仕法無利貸付金・

｜さ実上160I同 10 「白i ｜ 同 i2 I 同 13 I 同 14

1.市郎右エ門 借用 4.3.0 1. 8 1.1.1 
返済 3.0 3.0 50.0 同左 1. 0.1 6.2 同 左

2・平吉後家 借 1.1. 3 32.5 
返 1 1. 0 31.5 同 左 II II 

3.儀正己エ門 ｛返昔 8.3.3 44. 7 1. o. 2 3 3.0.0 
1.1.1 59.2 1. 2. 0 22.1 1. 3. 0 15.8 同左 2.1.1 53. 3, 

4.五郎右エ門 f昔 4.0.1 9.0 
返 1. o. 1 9.0 2.1 II ／／ 

5.宗兵衛 ｛昔 3.0.l 44.7 
J18: 3 44. 7 2.0 75. 同 左 ／／ II 

6－ 与兵衛 借返
6.3.0 26.8 3.0.0 1. 2 

1. o. 2 26.8 1. 0. 2 1. 2. 3 37. 5 1. 3.0 12.5 同 左

7.七兵衛 借 4.2.3 40.8 
返 3.3 40.8 3.0 同左 II II 

s.市 左エ門
借返

3.2.1 24.4 1. 3. 0 3.0.0 
3.0 24.4 2. 1 50.0 3. 3 5.0 1.1. 0 同左

9.治兵衛
返借

1. 0. 3 35.8 2.0 
1. 0 35.8 l. 0 50.0 i司左 1.1 37.5 同 左

10.熊治郎 借 1.3 53.7 
返 3 42. 2 52.3 同 左 ／／ ／／ 

11.武兵衛
借返

4.1. 0 35.9 
2.0 35.9 3.0 同 左 II II 

12.善右工門
返借

1.0.0 
l. 0 3 12. 5 同 左 II II 

13° 松右エ門 f普 4.2. 3 !60. 5 2.3.0 1. l. 2 
返 1. 0 1. 6 2.3 61. 9 同 左 fl 1.1. 0 49. 4 

14.政兵衛
借返

3.0.3 36.6 
1.1 19.2 1. 2 38.2 同左 II 

15.太 右エ門 11士日h 6. 1.0 11. 3 2.0 2.1. 2 
返 2.1 11.3 3.1 3.2 37.5 1.1.1 75.0 同左

16.伊 助 借 16.0. 1 52.4 
返 1.3 52.4 1. 2.1 同 左 ／／ II 

17.嘉 助 借 2.2.2 2.2.0 
返 2.0 25.0 同 左 2.1 6.2 l. o. 1 6. 2' 

出典〉表ー10と同じ。
注嘉永3年以後，返済額は同額に付省略．ただし， 4番五郎右衛門のみ嘉永4年に6商を借用し，同5年以後，

期間はかならずしも 5年とは限らず，後にみ

るように 6年から10年におよぶ場合もあり，

当時の高利貸付i二比較して低利であコたこと

にはちがいない。しかし，ここで大事なこと

は，分度の設定とし、うことである。返済は分

54）大塚英二氏は，払い込分のうち，利済分と元

金？芹分を分けて考えて利率を計算し，毎年の利

子を 5分5厘として払L、込んでいけば，ほぼ6

年で完納し終わる勘定となると計算されている，

「近世後期北関東における小農再建と報徳金融

の特質」（『日本史研究』 263号）45～46頁を参照。，
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借用と返済 〈単位，両・分・朱・永〉

5£1~了間 2 同 3 同 4 「嘉手元 ｜ 同 2 ～安政（注〕

II II 1. 0 18. 7 同 左

／／ ／／ 

同 左 向 左 1. o. 2 93.7 2. 1 

II II 

II II 

／／ ／／ 2.2 12.5 

II II 

1. 3.1 37.5 同左 2.2 12.5 1. 0 

II II 50.0 同 左

／／ ／／ 

II II 

／／ ／／ 

1. 2.1 11. 9 同左 II 3.0 

／／ II ／／ II 

II II II 1.1.0 

II II II II 

同左 II 2.0 43.7 同左

l雨2朱と永75文な返済。

度にもとづいておこなわれるわけであるが，

分度は農民にだけ求められるわけでなく，年

貢収奪者である領主にも求められるものであ

り，必要労働部分に食いこむような年貢では，

結局農民の衰退をまねくことになり，報徳仕

31. 2 同左

56.2 同左 18.7 

37.5 同左

37.5 37.5 同左

II II 

75.0 同左 II 

37.5 

II ／／ 

II 43. 7 

法では，この分度設定が重要なものとなって

くる。

それでは，当村ではどのような方法でおこ

なわれたのであろうか。もう一度，表－12を

みると，借用金に対しでほぼ同額の無利貸付
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がおこなわれており，期間も 6年から11年に

わたっているごとがわかる。これが主に和新

田を中心におこなわれたのに対し， 2年後の

天保11年には，それ以外の地区にも無利貸付

がおこなわれ，竃新田全体に対する報徳仕法

が実施されるようになる。こうした2年のず

れが生じたのは次のような理由によるものと

考えられる。

表－14は，天保12年段階における小林家と

和主！？田の農民との閣係を示したものであるが，

この表をみるとわかるように，小林家を除い

た17野中13軒が小林家の小作人となっており，

竃新回全体で得られる小作米91俵l斗あまり

のうち， 57俵 1斗が和新旧から獲得されると

いうこと，また，先にみたように相続講とい

う形で小林家と和新田住民とのつながりが強

かったということ，さらに，天保9年の土台

金 100両は平兵衛が菜英沢村からあがる作徳

米を差し出す形で尊徳から借用したものであ

ったことなどが，その理由として考えられる

だろう。そして，このととは，莱東沢村の作

徳米が入らなくなった以上，小林家は和新田

住民の生活の安定をはかり，一層結びつきを

号車めていくことになるだろう。

では，報桔仕法導入後，村の復興はばたし

てできたのだろうか。その後の無利貸付を追

L、ながら，それをみてみたい。表－15は，人

名が継続してわかる和新国の住民しかあげて

L、ないが，借り入れが天保9年の一回限りで

正~わるのではなく 3 継涜しておこなわれてい

ることがわかる。報徳仕法は本来の目的とし

て，難村の建てなおしを目的とし，そのため

には村の構成員たる個々の農民の生活維持を

ほかることにあった。そのために，まず第一

に，年貢収奪の緩和をはかるために領主に対

して分皮の設定が要求されるが，それがなさ

れなかったこと。第二に，無利貸付iま，いか

に低利とは言ヮても，これを返済するための

現金収入の途が竃新田にはとぼい、こと。第

三に，久左衛門と平兵衛は，それぞれ，天保

14年に仕法金のうちから不定年賦貸付金を借

りることによって， 18両2分2朱で字餅山の

開発と， 10両2朱で字西の沢の開発をおこな

い， さらに弘化2年lこも平兵衛・久左衛門lま，

13南余を借りて荒地開発をおこない，人足賃

として一日一人200文を支払うとL、う形で現

金収入の途をはかっているが，やはりこれだ

けでは農民の生活維持をはかるのは困難だっ

たにちがいなし、。それを具体的に示す史料は

ないのであるが，表 16はそれをいくらか示

しているかもしれない。この表ほ，和新田の

みしか示しえないが，おそらく個々の家の分

度設定のために穀物の収穫を調べたものであ

ろう。史料の欠落もあって全部示しえないが，

この表と表－15の天保11年の返済額とを比較

してみると，例えば， 3害の儀左衛門は天保

10年の所持穀物の価格が 5両3朱で返済舗が

l両2分におよび約29%を返済にあてなくて

はならず，同様に 6番の与兵衛も所持穀物が

4両1分で返済額が1両2朱で26%となり，

8番の市左衛門も所持穀物が 4南で返済額が

2分2朱で15%, 12番の松右衛門は所持穀物

が3両1分で返済額が約3分で23%,15番の

太右衛門は所持穀物が2両1分で返済額が 3

分 1朱で36%におよび，その後，天保11年以

後も何回か無利貸付金を借り入れることにな

る。他方， 14番の政兵衛は所持穀物が3分で

返済額が1分2朱で50%,16番の伊助は所持

穀物が 5珂2分 1朱で返済額が 1両2分 1朱

で28%となるにもかかわらず，以後借り入れ

はおこなっていない。しかしながら，漬の2

軒をのぞいて， 15軒中 8軒が天保11年以後，

何回か借り入れをくりかえしているというこ

とは，やはり一度の借り入れて守経営を維持す

ることは困難ではなかったかと思われる制。

55）長倉氏のやられた曽比村では，返済金と小作

米の返済の比重が大きく，これを差し出し岡地
の作取りによって自小作農の再建をはかろうと
したとされている。竃新田村では，そうした回
地を差し出して作取りをさせるということはお
こなわれず，それがこうした無利貸付金の借用
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表←16(1 ) 平日新田中取穀取調一覧
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表 16(2) 

一「 ｜米｜唐黍！一稗｜蕎麦｜ 粟｜小豆［大豆｜赤黍i合計｜

記長，~1；~~~~1:l;::I I, ''I I ''・'i I I' 031 (1分〉

品門l漬 II I I I I I I ! I 

ヰ；
3. 1. 6lf也に芋9俵（ 3分〕

j舎でナこ。
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しかし，この仕法ふ村の復興，ひいては

，村の構成員である農民の生活安定を目的とし

ながらも，それを十分に達成することなし

弘化3年 (1846）には中止となる。それにつ

いて，小田藩役人は次のように中し渡してい

る。 「去ル未（弘化4年〉十二月廿七日，地

方御役所において紋仰渡侯趣，駿・豆・相

村々惣代の者江報徳主法の儀，良法ニキrel違無

之段は＇ －~：充も承知の通り有之候得共，身分

之行容易ニ不相務，比末何様之過失可生哉も

難計処より昨午〔弘化3年〕七月十六日狛I畳ニ

相成，加之金次郎殿〔幕府に 筆者注〉召

抱ニ相成，其上自他之貸附勘定合モ入組候間，

今般御口替金安以，榔同人銘日之分は不残御

返金ニ相成候。」56）とのべており，結局lま，尊

徳と農民との接触をきらった小田原藩によっ

て廃止されてしまうのである57)0 しかしなが

ら，それにつづいて， 「尤一村限り主i宏之儀，

素勧j止にコニ付手反無之，出情可取行，依而

ハ出情次第無利足貸附等可取計段l土委細昨午

（弘化3年〕ノ七月十六日御代官J被申聞置

候遇ニ候。」叩とあり，虫くし、があるが，報徳

仕法が中止されても，一村限りの仕法は勧農

の手段であり，中止することなく継続するよ

うに申し渡したように思われる59）。それをう

けて，竃新田では，「当村之義も去未（弘化4

年〉十二月廿九日夜，於村方御役方ニ世話人

立合之上，是迄取行来り候報徳仕法之義は畳

ニ相成候ニ付而者，村方加入金之分当申（嘉

永元年〉正月七日夫々江割返シ申候処，淳く

御趣意を奉感服候者共は，御主法以来和助り

候為冥加，以余業或ハ縄索沓草口或ハ作初穂，

日掛等を以差出し候加入金之義ニ候得ば，往

々窮民撫育雑法人取立主法金之内へ櫛加入被

成置候様願出候分は置据，報徳元恕金ニ相改，

土台金江組入申候。」60）とあり，仕法継続を求

める村氏たちによって維持されてLぺ。実際，

表－10・11にみられるように仕法は嘉永7年

まで続けられている。しかし，表 11にみら

れるように，耕作出精人入札や荒地開発など

の事業はおこなわれず，また，報徳役所から

の拝借金に対する返済も弘化3年で終了し，

以後残金（＝土台金〉はしだいに増大してい

く。それに対して，無利貸付金は土台金に比

べて相対的に減少傾向にある。これをもって，

一応の危機を脱したことによって，もはや借

り入れを必要としなくなったとも考えられる

が，次にみるように相続講の場合には，毎年

恒常的に無利貸付をくりかえしており，和新

回以外の竃新田の農民たちが借り入れを必要

としなくなったとは考えられず，報徳仕法自

体がしだいに終息に向かいつつあヮたのでは

ないかと考えられる61）。

4. 相続講〔弘化3年～文久先年〉

ここでは，弘化3年（1846）以後の相続講

のくりかえしということをまねき，また，相続
講が金融機関としての役割に転化してし、く原因
となるのかもしれvn、。

56）「木三居士竿筆跡」補2690

57〕小回収藩領ff']には「報徳様」への帰依の動き
があったという（長倉「前掲論文」〕。また，藩
役人の問では尊徳の教えをキリシタンの様にお
それていたという（内田哲夫『江戸時代の小田
原』小田原市立図書館， 1980年〕 219頁。小林
家に残る「村々惣代江J（補300）という史料
には， 「報徳仕法之儀，畳二相成候儀ハ，去夏
申聞置候ニ有之侯。猶今般仔煎井世話人共儀も
差免イ民事ニ荷，以来金冶臨殿方江役人共始小前
末々 主主罷越侯儀ハ勿論，村方ぷ紙面差出侯！義，
決而不相成，万一街1同人J村方へ宛紙面等差越
候とも， 1it而中間置候；m，封之優御役所江差出
し様可致侯。右之趣，心得違無之様，吃度中間
置侯。右借り以申渡Jとあり，かなり厳しL、も

のであったと思われる。なお，この中止につい

ては長倉「前掲論文一｜がくわしい。
58）補269。
59〕実際，このlト月前の6月には， 「報徳仕法
之義l土貫き窒，一村限リ古来之趣法ニ御戻し被
遊度，難村取直し之義は村々存はかり次第，御
掛り様ニ而無利足金御貸附も被下置候段，厚ク
御利解被仰開，難有奉畏候」〔『市史』 1巻，

805頁〉とある。また，長倉「前掲論文」参照。
60〕補269。
61〕竃新田村の報徳仕法がいつ終ったかは不明で
ある。 『二宮尊徳全集』 19巻には，嘉永7年ま
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表－17 相続 講 収 入

手リ 子 米売払代 無尽落礼 田地代返金 作徳金

両・分・朱！ 永 両・分・利永 両・分・朱｜永 両・分・朱｜永

II 4 (1847) 6.1. 0 14.0.0 1. 1. 0 86.4 

嘉永元（1848) 3.2.0 2.0 15.1 

月 2(1849) 4.2.0 62.5 2.0 83.0 

II 3 (1850) 6.2.2 45.2 3.2 105. 5' 

II 4 (1851) 2 7.0 3.2.0 47.8 15.0.0 2.0 53.3 

II 5〔1852) 2.2 99.0 1.0.0 110.4 3.3.0 1. o. 0 77.9 

II 6 (1叫 2.2 38.6 4.1.0 121. 0 1.1. 0 115.3 

安政元(1854), 3.2 66.5 15.2.0 20.3 1. 3. 2 119.1 

II 2 (1855) 1.1.0 67.1 12.0.0 82.1 4.0.2 75.0 1. 3. 2 13.6 
II 3 (1856) 1.1. 0 68.9 1.3.0 29.6 1. 3. 2 40.5 

II 4 (1857) 1. 2 22.4 25.0.0 30.0.0 1. o. 0 51. 7 
II 5 (1858) ... 2.2.0 119. 7 2.2 106.3 

90.3 11. 2. 3 87.3 3.0 30.1 

万延元(1860) A3. 3. 0 33.6 3.3. 1 37.8 1. 2. 3 56.8 

文久元(1861) -"4. 1. 0 120.3 4.0.3 12.8 141. 1.1 31. 7 1. 2. 0 91. 3 

利付貸付返納金 無利貸付返納金 その他 〆日』 計

両・分・朱｜ 永 同・分・朱｜ 永 永 汚t

弘化3(1846〕； 3.2.0 
II 4 (1847) 6.3.2 11.0 28.2.0 58.l 

嘉永元（1848) 3.3.2 25.0 6.0.2 82.4 14.0.0 122.5 
II 2 (1849) 8.2.2 95.0 8.1.0 57.4 2.2 102.6 23.3.2 25.5 

II 3 (1850) 2.3.2 65.0 12.0.2 79.7 6.0.0 29.3.0 45.4 
II 4 (1851) 3.3.0 10.0 14. 1. 0 54.7 3.0 78. 1 35.0.2 0.9 

II 5 (1邸2~1 3.2.0 80.0 22.1. 2 111. 7 8.0.0 40.2.2 104.0 
II 6 (1853) 3.1.2 25.0 17.3.2 58.6 2.2 39.6 28.1.2 23.1 

安政元(1854) 18.1. 2 53.3 19.3.3 33.3 56.3.1 42.5 

II 2 (1855) 4.2.0 100.0 17. 1. 2 91. 5 30.8 41.2.0 85.1 

月 3(1856) 4.0.2 103.0 15.1.0 76.6 3.0.2 70.6 27.3.0 14.2 

II 4 (1857) 3.3.0 106.0 17.1.2 101.6 77.3.0 31. 7 

II 5 (1858) 17.1. 2 93.5 7.1. 2 I 22.3.2 80. 1 

II 6 (1859) 22.2.0 118. 5 32.2.3 20.6 

万延元（1860) 14.0.0 40.0 15.3.0 101. 0 

文久元(1861) 13.2.0 20.5 156. 1. 0 36.0 

出典〉 「相続講金現量鏡」各年度〈相続議文書〉より作成．

注 その他の項目について．弘化3年ば，仕法に付借入金。嘉永2年は，政兵衛当座貸付の内内済金。

同3年は，不足に付借入金。同4年は，蔵普請手間代・飯米代加入。同5年は，力三郎仕法に付預り金。

同6年は，蔵建替に付下蔵売払代。安政3年は，力三郎｛土法預り金利子預りと大iR橋普請に付寄付金の合計。

同5年は，マてもちりせき林真木売払代。
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I Jl¥l"llf" 
両・分・朱｜ 永

弘化3(1846)1 

II 4 (1847)1 

嘉永元(1848)

II 2 (1849) 

II 3 (1850〕

II 4 (1851) 

II 5 (1852) 

II 6 (1853)1 

安政元(1854)

II 2 (1855) 

II 3〔1856)1 2. 2. 0 

II 4 (1857)1 2. 1. 0 

II 5 (1858)[ 5. 1. 2 I 12. 6 

II 6 (1859)j 3. 1. 0 

万延元(1860)! 3.1. 0 

文久元(1861)j 3.1. 0 

｜ 利付貸付金

！両・分・朱｜ 永

弘化3(1846)1 

II 4 (1847)[ 20. 0. 0 

嘉永元(1848)

II 2 (1849) 

II 3 (1850)1 10. 0. 0 
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46. 6! 
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田地買入金貸付

両・分・朱｜永

19.1.0 I 57.4 

6.3.0 

37.2.0 

42.3.2 

合計

両・分・朱！ 永

48. o. 2 I 77. o 
28. 3. o I 48. 6 

12. 3. 2 I 114. 7 

17.o.o I 91.3 
36. 2. o I 89. 4 

30. 2. 2 I 102. 8 

41. 1. 2 I 109. 2 

24.3.2 I 49.0 

52.0.2 I 97.5 

41. 2. O I 70. 7 

39.0.2 I 98.0 

s. 1. 2 I 34. 6 I 104. 1. 2 I 81. 2 
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1. 2. 3 I 62. 9 

2. o. o I 102. 2 
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問・分・朱l永

そ の 他

両・ぶ瓦「永

48.0.2 

2.2 

12. 1. 2 

13.2.0 

77. 0 

4.3.2 48.8 

49.2 

72.9 

也典〕表一17と同じ。

注 その他の項目について。弘化4年は，弘化3年借入金と同利足。嘉永2年は，石代金約諸費用と風祭・；地神議他。

同3年は，大山代参路用・施餓鬼他。同4年は西の訳入用・蔵普請・地神講他。

同5年は，西の沢入用，嘉永3年借入金返済と同利足他。安政元年は西の沢入用と地神戸高他。

同 2年は嘉本己年力三郎預り金返泌・~国般書lj合・地神諮他。同 3年は，伊助｛言友諮脱退ニ付引請・
大沢橋普請他。同4年は，萩蕪永助助成位。向 5年は，みつまた苗買入と椋付人足代他。

同6年は，地神議他。万延元年は，みつまた苗・杉苗買入と植付人足代他。

文久元年は，地神諮，杉苗貫入他。
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表一19 相続講無利貸付金，

l弘化3 ［ 同 4 I 嘉相 ｜ 同 2 I 伺 3 I 同 4 

市郎右エ門 借返用済 2.0.0 
1. 3 35. 7 同左

2. 
平背後三女 信－ 3 43. 7 

jl[ 
3. 

1. 2 !87. 51 儀左エ門 ｛昔 6.0.0 
返 3. 1 44.6 同左

4. 
五郎右エ門 イ昔 6.3.2 

jl[ 3.3 44.6 同左
5. 
宗兵衛 イ昔 3.0.0 

返 1.2 53.5 同左
6. 
与兵衛 借 3. 1. 0 2.2.2 87.5 

返 1.2 89.2 同左
7, 
七兵衛 返借

1.2 87.5 

s. 
市左エ門 借 2.1. 0 4.0.1 25.0 

返 l. 0 71. 4 同左
9. 
治兵衛 借 1.0.0 1. 2 87.5 

返 2 17.4 同左
10. 
熊次郎 借 1. 0 77.0 3 43. 7 

返 46.7 同左
11. 
武兵衛借

返
12. 
普右エ門 借返

13. 
松布エ門 借 5.1. 0 1. 2 87.5 

返 3.0 同左
14. 
政兵衛 ｛借 4. 3. 2, 1. 3. 2 56.8 

返 2. 2 53. 7 
15. 
太右エ門 f苦 3.1.0 1.2 87.5 

返 1. 2 89.2 同友
16. 
伊・ 助 l借 5.1. 0 

3.0 
17. 
嘉 5.0.0 1. 2 87. 5 

2.2 89.2 同左

出典〕表ー17と同じ。

の特徴をみていきたい。先にみたように，弘

化 3年は報徳仕法中止の年であり，相続講も

弘化3年を境として，前にみたような作徳米

を18軒で分配するとしづ形の講ではなく，「去

ル寅年（天保13年〉より夫食米其外金貸取調

一統相談，之上無利七ヶ年賦貸付仕候事」凶と

4.0.0 
II II II 1. 0. 0 85.7 

46.2 同左 ／／ II 

! 4.2.0 
3.2 74. 6！同左 l. 3. 0 99.6 同友

10.0.0 
II ／／ II 2.1. 2 35.6 

II ／／ II II 

2.2.0 
1.0.0 6.7 1. 2.0 6.7 問左 II 

1 30.0 同左 II II 

1. 2. 0 
1. o. 2 13.9 同左 II II 

3 147.~l Ill 左 1
II II 

1 30. 4同左 II II 

6.2.3 
3.1 

2.3 

7.3.0 
2.0 

2.3.0 
3.1 

2.2.2 
3.0 

46.7 2.0.0 
30.0 1. 3. 0 50.5 同左 II 

5.0.0 
40.1 1. o. 3 19.3 5.3.3 15.8 

71. 5 
56.7 2.0.1 58.5 同左 ／／ 

30. 01 l. l. 1 80. 0 1. 3. 3 30.0 同左

3.0.2 
56.7 1.0.2 6.7同左 1. 3. 0 6. 7 

でしかなh、。明治18年の「寵報徳社再興緒言お

よび仮規則」（『市史』 5巻， 420頁〉には，「然

ル処畳々（ミカ〉震キ被仰出タノレニイ寸，加入金

残ラズ返済シ土台金ヲ残シ預ケ置タル金額今年

ニ至リ元利金百四拾円三拾三銭九厘ニ増益ス，

的テ此金額ヲ土台トシテ今般報徳托ヲ再興スル

モノナリ jとあり，何らかの形で運用されてい
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あるように，無利貸付を目的とした報徳仕法

とほぼ同様な役割をはたしていくようになる。

これ以後，弘化3年から嘉永7年までは，

竃新田村の報徳仕法と並行しておこなわれて

也、るが，弘化3年以後は，五郎右衛門が嘉永

4年に 6両の無利貸付金を借りている以外は

和新田の農民は報徳仕法との結びつきはみら

れず，相続講に移っていったものとみられる。

たものと思われる。

62）「相続講金現量鏡」 35番，弘化2・11～弘化

3 • 10，相続講文書。

63〕ここでは，米の運用についてはあつかってい
ない。別稿を用意したい。



158 立教経済学研究第45巻第3号 1992年

そこで，ここでは和新田を中心とする相続講

がどのような役劃をはたしていったのかをみ

ていきたい。

まず，収入の部からみてみよう。表－17を

みると，米の売払代と利付貸付金の返済と無

利貸付返納金が主要な収入源となる。今まで，

小作地からあがった作徳米は和新田中18軒で

配分した残りを売却していたが，天保14年以

後和新田中への割米はなくなり，すべて売却

されるようになる。そして，弘化3年からは

米も無利夫食米貸付として運用されるように

なり 63＞，残米は売却によって相続講の収入源

となってL、く。利付貸付返納金は，他村に貸

し付けられる場合， 1割2分の利率で貸し付

けられており，それの収入である。無利貸付

返納金は，和新田18軒に対し貸し付けたもの

であるが，とれも報徳｛土法と同様に決して無

利子ではなく，冥加元恕金として返済後もう

一年分支払うとL、う形をとる。また，ここで

は，前半期（弘化2年まで〉と比較して無尽

による資金の運用が減っており，安政4年に

25両の落本しがあったにすぎない。田地代返金

は，相続講で購入した土地をもとの所持者が

請け戻したものと，相続講で田地代を借りな

がら維持できずに土地を手離して相続講に返

却したものと二種類あるが，文久元年の 141

両は，安政4年に下宿の平左笥門の土地を相

続講で購入した82両2分と，安政6年に和新

田の－M1左i:'~J門が37両 2 分を相続講から借りて

土地を購入したものの維持できず土地を手離

して返却したものなどを含む。

次に支出であるが（表 18），その主要な

ものは無利貸付金である。これがどのように

逼用主れているかを示したのが表 19である。

弘化3年から無利貸付がおこなわれるのであ

るが，この借り入れが何によるものか不明で

ある。しかし，表－16の「取穀取調一覧Jを

みると， 18軒全部がわかるのではないが，弘

化元年の段階で1番の市郎右衛門は借用金が

2両2分で無利貸付金が2両， 3番の借プ己管

門は借用金が3両で無利貸付金が6両，以下

4番の五郎右衛門が借用4両1分で6両3分

2朱を借り， 5番の宗兵衛は借用が3両3分

で3両を借り， 6番の与兵衛は借用が1両2

分3朱で3両1分を借り， 9番の治兵衛l土1

両の借用で1両を借り， 13番の松右衛門は 3

両1分の借用で5両1分会借り， 15番の太右

衛門は 1両2朱の借用で3両1分を借りてい

る。借用金の額と無利貸付金の額とはかなら

ずしも一致しているとi土いえないが，やはり

借用金返済を目的とした借り入れといえない

だろうか。その後も， 18軒の住民は一一実際

には何軒かの潰があるが一一何回か借り入れ

をくりかえしており，各家の経営状態は不明j

であるが，後にみるように各家とも所持石高ー

が5石未満であり，決して安定した経営とは

L、えず，むしろ借り入れをくりかえすことに

よって経芭’の維持をはかっていたのではない

かと思われる。結局，無利貸付は各家の経常一

の維持をはかるための家計補助的な役割をは

たしていたのではないだろうか。

次に，利付貸付は，先にも述べたように他

村の場合には12%の利子をとって貸し付けて

し、る。これはすべて新橋村の農民である。

田地買入代については，小作地の購入にあ

てられており，嘉永3年には憲新田の字古平

畑を 3両3分で，嘉永4年には杉名沢村の孫‘

次郎から10両で，同6年には竃新田の字もち

りせき同；切を 3両で，安政元年にはやはりも

ちりせき荒地を29両で，同4年にも字瀬戸沢

田地を82両2分で購入している。この中で興

味深いのは，以前報徳｛土法の時に不定年賦で

平兵怖が借り入れて開発された西の沢団地5

畝28歩を「字国之沢と中所，此度開発仕一統

相談之上，年々寄合作り｛土，相続の為御土台

田地に備置侯事」 64）とあるように，相続講土

台加入田地として相続講の共有として寄合作

り，つまりは共同の耕作地としていることと

64) 「相続講金現量鏡」 37番。弘化4・11～嘉オ仁
元・ 10，相続諸丈言。
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表－20 園地買入金借用者 〈単位，商・分・朱・永〉

人 名｜ 時 期 ｜ 借 入 金 ｜ 地 名

平左エ門（宿〉 嘉永5 3.0.0 字五丁田

力三郎 If 16. 1. 0 57.4 流れ田，徳米2俵半・金1分

竹次郎 安政2 6.3.0 荒れ畑3カ所，徳金1分2朱

市左エ門 If 6 37.2.0 ｜ せと水口畑，四辻荒畑他→文久元年差戻し

五左エ門 文久元 15.3.2 

七兵衛 ／／ 15.2.0 

久次郎 ／／ 2.2.0 

力三郎 If 9.0.0 

出典〉表－17と同じ．

あわせて，字古平畑ともちりせき畑も寄合作

りとしている点である。

次に，田池買入金貸付は，先の当村の報徳

仕法ではみられなかったものである。表 20

をみるとわかるように，基本的には和新田住

民に貸し付けられており，このうち市左手百円

は安政6年に37両2分を借りて 3カ所の山畑

を購入したが，文久元年には五左衛門（与兵

衛事〉・七兵衛・久次郎（平吉事〕へそれぞ

れ売却しており，結局相続講から借りた団地

買入金のうち33両3分2朱を返却し，かわり

に相続講は 3人にそれぞれ 5カ年賦で田地買

入金を貸し与えてし喝。ここでは，宿の平左

衛門を除き，和新田内で6人の者が田地買入

金を借用しているが，毎年作徳米・金という

形で小作米を相続講lこ納めており，いつの時

点で本人のものとなったか不明で、ある。

最後に，その他の項目をみておきたい。そ

の他の支出では，地神講や風祭などの地域的

な諸I言動の費用の他に，安政2年には異届船

割合や，同3年には大沢橋の普請費用など村

入用にあたる費用も支出の対象となっており，

また畑に植える三極苗などの共同購入もおこ

なわれ，貸し付けとしての機能だけでなく，

しだいに和新田地区全体の共有金的な性格を

るつようになっていく。

市左エ門家下（無利5カ年賦〕市左エ門ぷ購入

If ／／ If 

四辻荒畑〔 II If 

武兵衛田地 If 

このように，報徳仕法が弘化3年以後， し

だし、に終息にむかうようになると，相続講は

形をかえ，それにかわって和新田を中心とし

た金融機関としての役割をはたすようになる

ことがわかった。その結果，小林家と和新田

住民との関係はどうなっていくのであろうか。

表－21は，安政元年 (1854）の小林家と小作

人との関係を示すものであるが，これをみて

もわかるように，相変らず和新田の12軒が小

林家の小作人であり，合計80俵 1斗4升のう

ち約47俵が和新田の農民から納められている。

また，畑小作においても，約7両3分のうち

約4両1分が和新田の農民らによって納めら

れており，先の表－14の天保12年段階と比較

してほとんど変化がない。そのことは表 22 

からも示されるだろう。明治3年における所

持石高を示したものであるが，ここでも47石

余の小林家 (18番〉を除いて全部タ5石以下

であり，相変らず小林家の小作人としての地

位にとどまっていたであろう。それに交すして，

小林家はどうなっていったのであろうか。残

念ながら，その時期の小林家の経営を示す史

料はないのであるが，安政3年 (1856）には

上宿の庄兵衛から 1反11歩の田畑を10両で購

入し，明治元年には和新田の嘉助から 2反3

畝歩の土地を15年季で 270両（史料のまま〉
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人 名

表－21 小林家小作人一覧（安政元年〉

［田方1 畑 方

｜苧竺~I 両・分・朱｜銭・文
1.藤兵衛（市郎右エ門枠〉 7.0.0 1. 3 1900 

3.儀友エ門 5.2.0 1. 3 

4.五郎右エ門 4.0.0 3.3 400 

5.宗兵衛 1.1. 0 1. 0 400 

6－与兵衛 5.0.5 2 1200 

7.七兵衛 2.2.0 

8.市左エ門 4.0.5 2 500 

9.治兵衛 2.1. 0 2 1550 

10.金左エ門〈熊次郎枠〉 1. 2. 0 1 

13.源次郎（松右エ門倖〉 2.3.5 1 650 

15－太右エ門 1. 2. 6 

16.伊 助 9.0.8 2.2 500 

計 46.3.9 

伊 八〔払） 6.0.5 

惣左エ門（II) 4.3.5 

安右エ門 1. 2. 0 

九兵衛〈宿〉 4.2.0 

伝左エ門（II) 4.0.0 

七左エ門 7.0.0 

仁兵衛（小林家下男〉 2.5 

久右エ門 3.3.0 

徳兵衛 1. o. 0 

元兵衛

喜兵衛（忠右エ門枠〉

河右エ門

平右エ門（中清水〉

計 33. 1. 5 

メ日"- 計 80. 1. 4 

円
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出典〉 「田畑小作金取調帳」 〔補259）より作成。

注小林家手作， 9俵。 1両＝ 6貫400文で計算。この年7分 5厘か

ら1割の不作引があるが含めなかった。制作の場合は均等に寄j

った。

で購入しており 65），天保7年に平兵衛がのべ

たような「暮方必至与差詰」るような危機は

去ったと思われる。その後，小林家は大正3

年 (1914）には， 30町歩の大地主に成長して

以上みてきたように，竃新田村では報徳仕

法が事実上終息にむかうと，和新田地区を中

心に相続講がそれを引き継ぐ形で仕法を継続

65〕 「田畑控J補131。
66〕筒井「前掲論文」 66頁。L、る66）。
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表－22 明治3年所持石高

人 名 ｜石・斗・升i
1 .市郊右エ門 不明

2.平 ＝口I= 6. 2 I つぶれ再興

3・f義左エ門 1. 2. 7 

4.五郎右エ門 2.4 

5.宗兵衛 8.3 

6.五左エ門 8.6 

7.七兵衛 9.3 

s.市左エ門 不明

9.治兵衛 1. 8. 3 

10・ 熊次郎 2.8 

u.武兵衛 5.6 

12－菩右エ門 4.8.4 つぶれ再興

13－松右エ門 3.4 ／／ 

14.政兵衛 2. 9 I ／／ 

15－太右エ門 3.3.3 

16－伊 助 1.1. 6 

17・ 嘉 助 1. 7. 3 

18・惣右エ門（平兵衛〉 47.8.3 

出典〉 「明治3年宗門人別帳」 〈竃区有文書・村制267）より作成。

注合以下切り捨て。人名は毒事政時代のものを使用．

していることがわかった。どが，それは農民

の自立をうながすというよりも，実は小林家

に従属させるとしづ形でのものでしかなかっ

た。その理由として，本来，報徳仕法が農民

の分度を設定し，余剰を蓄積するといっても，

小林家以外の農民たちにとっては困難なこと

であフたにちがいない。なぜなら，他の最民

たちにとっては，年買や小作料の納入によっ

てギリギリの生活を余儀なくされていたので

あって，無利貸付によって借金を返済したと

しても，また不足分を新たな借り入れによっ

ておざなうとしづ状態におかれていたのであ

る。結局，農民たちは，相続講から家計補充

のための資金を借りてようやく生計を維持し，

小林家は，直接資金を融通するよりも相続講

を通じて小作人たちの生計をある程度安定さ

せ，小作米の収入をより確かなものにしてい

くことによって，小林家の経営を一層強固な

ものにしていくことが可能となったのである。

その後，明治期ぷ入って相続講はどのよう

になってし、くのであろうか。小林家の明治28

年の「椙続講規則J67）と題する史料には，第

一条lこ「当講ハ富士岡村竃和新田最寄拾八戸

ノ幸福ヲ永遠ニ得ンカ為ニ，十八戸ヲ以テ組

織シ，故二宮先生ノ遣法ヲ遵法シ，報徳ノ事

67〕補373。
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業ヲ務ムJレヲ目的トス」とあって，やはり 18

軒でもって組織し，報徳の事業をおこなうこ

とをのべている。そして，現在の資本は 548

円あまりで，籾が 179俵，米が2俵，その他

田畑山林を 2町5反9畝28歩所有し，総金高

の半額又は寄金高の半額を年賦または一期返

納として貸し付けをおこない（第9条〉，貸

付金利息や益金の中から必要経費を支払L、，

「残金十分ノー以内ヲ以，協議ノ上道路橋梁

ノ修理及公共ニ関スル事業ノ費用ヲ補助シ，

又ハ天災不幸ノ災害ニ係ノレ者江救助スノレ事ア

ノレベシ」 （第10条〉とのべており，それが18

軒に対する貸し付けだけにとどまらず，村の

財政を補完する役割もはたしていくようであ

る。筒井氏は，竃新田村の共有金穀の運用を

検討して「竃村の共有粗・共有金組織は，藩

政期以来の系譜をもつが，明治期以降の運用

は，単なるその延長上に封建的・共同体的残

存物として理解さるべきでなく，明治政府に

よる急速な上からの近代化過程ニ地域社会全

体の資本主義的再編過程の中で，その新たな

社会的機能を担わされて創出されたものと把

えられねばならない。」68）とのべられている。

ここでは，明治期における相続講の分析をお

こなっていないが，幕末から明治にかけてそ

れがどうしづ変化をとげるのか明らかにされ

なくてはならないだろう。

w おわリに

以上みてきたように，報徳仕法は，弘化3

年，藩の命令によって完全に廃止されてしま

うのではなく，一村仕法としづ形でのこり，

竃新田村の和新田地区では，報徳仕法以前に

あった相続講とし、う組織が形をかえながら継

手売されていくことがわかった。ただし，それ

は，地主である小林家と大部分が小林家の小

作人である和新田住民とのつながりを一層強

固なものにするための手段となっていった。

報徳仕法の目的が，農村の復興を目的とする

ものであったとすれば，当村では確かに天保

期における危機的状況を脱し，一応、難村的状

況は克服されたといえるであろう。しかし，

農民の生活は安定しえず，結局は相続講によ

る家計補助的機能にたよらざるをえず，ひい

ては地主である小林家への依存を強めること

になったのである。それは，勿論，小田原藩

の分度が確立しなかったとLづ問題もあるが，

やはり生産力の発展をもたらすような新たな

試み，農業技術の改善や新たな商品作物の開

発などによる方向をもたない限り，単なる家

計補助的な金融機関としての役割にとどまっ

てしまうのではないだろうか。

最後に，本稿では竃新田村の仕法を対象に

したといいながら，実は，竃新国内の和新田

地区にのみ限定されており，報徳仕法が終息

したあと，他地区でこうした相続講に類する

ものがあったかどうかということは対象とさ

れておらず闘に今だ不十分といわざるをえな

L、。今後，他地区での仕法の実態を明らかに

することによって，全体の特徴を明らかにし

ていきたい。

追記，史料の閲覧にあたっては，小林家の

皆様，また中村家の皆様には種々便宜をはか

っていただき，本当に心から感謝しておりま

す。立教大学経済学部逆井先生・同文学部荒

野先生の大学院ゼミでは，貴重な御意見をい

ただきました。充分に生かしきれていないの

が残念ですが，ありがとうございました。

68）筒井「前掲論文」 140頁。
69）なお，筒井「前掲論文」 109頁lこ，「嘉永期か

ら慶応期 (1850～60年代〕にかけて幕末の難村

状況下に，村内神注風損木売却金（1852年〕・
嘉永6年地震の際の小田原藩よりの下渡金
〔1853年〕・村民月掛による村備金 (1857年〉
・玄清寺運営費積立金（1861年〕が，それぞれ
村民貸付に供されて運用されてきたものである。
この時期竃報徳社は，小田原藩による仕法中止

令 (1846年）により休社状態におかれていたた
め，村氏は上記のようなさまざまな方法で資金
を積み立て，村内金融に用立ててきたのであっ
た。」とのべられており，相続講に類するもの
が和新団地区以外にもあったように思われる。




